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六
一

尾
張
藩
の
鷹
場
と
開
発

山
　
﨑
　
久
　
登

　

は　

じ　

め　

に

一　

文
化
六
～
七
年
の
廣
瀬
野
鷹
場
目
付
一
件

　
（
一
）　

森
田
仲
右
衛
門
・
渡
辺
六
左
衛
門
に
よ
る
訴
願

　
（
二
）　

尾
張
藩
鳥
見
組
頭
の
認
識

　
（
三
）　

両
名
の
帰
村
と
再
度
の
訴
願

　
（
四
）　

本
一
件
の
意
義

二　

文
政
元
年
の
鷹
場
見
分
と
廣
瀬
野
の
開
発

　
（
一
）　

廣
瀬
野
の
概
況

　
（
二
）　

亀
山
藩
の
動
向

　
（
三
）　

亀
山
藩
領
村
々
の
動
向

　
（
四
）　

本
一
件
の
意
義

　

お　

わ　

り　

に ─
伊
勢
国
廣
瀬
野
を
事
例
に

─

は　

じ　

め　

に

本
稿
は
、
尾
張
藩
が
藩
領
外
で
あ
る
伊
勢
国
に
有
し
た
鷹
場（
廣
瀬
野
）に
つ
い
て
分

析
し
、
鷹
場
が
地
域
の
開
発
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
鷹
場
の
研
究
は
、
主
に
江
戸
周
辺
の
地
域
編
成
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
。
そ
こ
で
は
、
所
領
支
配
が
錯
綜
す
る
同
地
域
を
、
幕
府
が
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ

う
と
し
た
の
か
が
主
た
る
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
放
鷹
制
度
自
体
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
問
い
、
鷹
場
が
地
域
の
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
福
岡
藩
・
彦
根

藩
・
尾
張
藩
な
ど
の
各
地
の
藩
鷹
場
に
つ
い
て
個
別
実
証
的
な
研
究
も
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
て
い
る
の
が
鷹
場
研
究
の
現
状
で
あ
る
。

筆
者
は
従
来
の
鷹
場
研
究
に
お
い
て
欠
け
て
い
る
の
は
、「
生
活
者
と
し
て
の
民
衆
」

と
い
う
視
点
か
ら
鷹
場
を
捉
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
鷹
場
が
そ
こ
に

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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六
二

住
む
人
々
を
た
だ
抑
圧
し
て
い
た
と
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
鷹
場
を
通
じ
て
人
々
が
ど

の
よ
う
に
自
己
実
現
を
図
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
視
点
も
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
研
究
視
角
を
持
つ
こ
と
で
、
鷹
場
の
研
究
と
村
落
史
研
究
と
を
架
橋
さ
せ
て
い

く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
村
落
史
研
究
に
お
い
て
も
「
生
活
を
成
り
立

た
せ
る
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
の
鷹
場
を
扱
っ
た
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

深
谷
克
己
氏
の
「
百
姓
成
立
論
」
に
お
い
て
は
、
領
主
の
狩
猟
と
百
姓
の
狩
猟（
生
業

と
し
て
の
狩
猟
）が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
視
点
は
な
い
。
ま
た
百
姓

の
生
業
の
多
様
性
に
着
目
し
た
平
野
哲
也
氏
の
研
究
で
も
鷹
場
の
問
題
は
捨
象
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、「
鷹
場
に
住
む
人
々
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
存
在
」
と
し
て
、

「
鷹
場
領
主
」
と
い
う
分
析
概
念
を
設
定
し
て
、こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

鷹
場
領
主
と
は
、
知
行
権
を
有
し
て
い
な
い
土
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
鷹
場
を
通

じ
て
人
別
の
支
配
や
領
民
の
生
業
維
持
な
ど
を
行
い
、
領
民
の
生
活
が
成
り
立
つ
よ
う

に
支
配
を
行
っ
て
い
く
も
の
を
指
す（
上
記
の
概
念
図
参
照
）。
筆
者
は
、
尾
張
藩
の
重
臣

で
あ
る
横
井
家
の
鷹
場
を
事
例
と
し
て
、
同
家
が
鷹
場
村
々
の
生
業
保
障
を
行
っ
た

り
、
御
救
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
「
領
主
」
と
し
て
鷹
場
村
々
に
対
峙
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
鷹
場
領
主
の
施
策
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
そ
れ
を
地
域
の
側
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
尾
張
藩
を
事
例
と
し
、
藩
領
外
で
あ
る
伊
勢
国
に
お
い
て

展
開
し
て
い
た
鷹
場
が
ど
の
よ
う
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
鷹
場
近
辺
に
住
む

者
た
ち
に
と
っ
て
鷹
場
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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三

で
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
知
行
権
を
有
す
る
領
主
が
、
尾
張

藩
鷹
場
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
論
及
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

考
察
に
先
立
っ
て
、
伊
勢
国
の
鷹
場
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
伊
勢
国
の
鷹

場
を
見
る
上
で
、
ま
ず
注
目
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
が
紀
伊
藩
の
鷹
場
で
あ
る
。
伊

勢
国
は
幕
府
領
や
複
数
の
藩
領
、
神
宮
領
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

中
に
あ
っ
て
紀
伊
藩
の
「
一
国
鷹
場
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
紀
伊
藩
の
鷹
場
に
つ
い
て
は
、
仲
見
英
雄
氏
・
井
上
正
秀
氏
・
上
野
秀
治

氏
・
久
井
貴
代
氏
の
研
究
が
あ
り
、
最
近
、
飯
場
大
輔
氏
が
こ
う
し
た
研
究
史
を
整
理

さ
れ
て
い
る
。

紀
伊
藩
は
、
元
和
九
年（
一
六
二
三
）に
伊
勢
国
内
だ
け
で
な
く
、
道
中
沿
線
一
里
以

内
で
の
鷹
狩
が
認
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
同
藩
は
伊
勢
国
内
に
一
八
万
石
の
藩
領
を
有

し
、
松
坂
・
白
子
・
田
丸
の
各
代
官
所
を
通
し
て
支
配
を
行
っ
て
い
た
。
紀
州
領
内
で

鷹
狩
を
行
う
場
合
は
勿
論
、
他
領
に
お
い
て
鷹
狩
を
行
う
場
合
も
こ
の
代
官
所
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
伊
勢
国
は
基
本
的
に
「
紀
州
藩
の
御
鷹
場
」
で
あ
り
、
他
藩

は
鷹
場
と
し
て
使
用
す
る
際
は
、
紀
州
藩
に
届
け
出
て
鷹
場
を
借
用（
御
借
場
）せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

伊
勢
一
国
が
紀
州
藩
の
鷹
場
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
鶴
が
多
く
飛
来
す
る
地

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
当
初
は
、
紀
伊
藩
領
と
津
藩
領
・
幕
領
に
お
い
て

鷹
狩
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
や
が
て
伊
勢
一
国
に
拡
大
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
伊
勢
鷹
場
に
お
い
て
紀
伊
藩
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
諸
政
策

は
鶴
の
保
護
と
い
う
面
か
ら
も
有
効
な
措
置
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
伊
勢
国
に
お
け
る
尾
張
藩
の
鷹
場
は
、
鈴
鹿
川
上
流
の
山
麓
地
帯

に
あ
っ
た
。
主
に
雲
雀
を
獲
る
た
め
の
鷹
狩
が
行
わ
れ
、
正
徳
期
に
は
廣
瀬
村
な
ど
亀

山
藩
領
の
一
部
に
尾
州
雲
雀
鷹
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
世
を
通
じ
て
同
藩
の
鷹
場
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
元
禄
六

年（
一
六
九
三
）七
月
に
鷹
狩
り
が
行
な
わ
れ
た
後
は
、
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）ま
で
鷹
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、文
政
元
年（
一
八
一
八
）に
鷹
狩

が
実
施
さ
れ
、ま
た
幕
末
の
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）に
も
廣
瀬
野
に
尾
張
藩
鷹
匠
が
鷹
狩

に
来
て
い
る
。

ま
た
鳥
見
や
野
守
が
鷹
場
に
常
駐
す
る
こ
と
は
な
く
、
鷹
狩
が
行
わ
れ
る
時
に
、
亀

山
藩
か
ら
任
命
さ
れ
た
御
場
掛
庄
屋
な
ど
が
そ
う
し
た
役
目
を
担
っ
て
い
た
。

伊
勢
国
で
は
紀
州
藩
主
が
大
名
の
鷹
場
を
そ
の
大
名
に
貸
し
与
え
る
こ
と
で
、
御
三

家
の
権
威
を
構
築
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
紀
伊
藩
と
尾
張

藩
の
関
係
は
そ
れ
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

幕
末
の
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）に
、
廣
瀬
野
に
尾
張
藩
鷹
匠
が
鷹
野
に
来
た
時
は
、

紀
州
藩
の
鳥
見
六
名
が
尾
州
一
行
を
「
見
え
つ
隠
れ
つ
、
そ
の
状
況
を
探
っ
て
い
た
」

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
勢
国
の
鷹
場
を
め
ぐ
っ
て
、
紀
伊
藩
と
尾
張
藩
は
一
程

度
の
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
。
井
上
氏
は
、
伊
勢
国
の
鶴
に
つ
い
て
は
紀
州
が
、
雲
雀
は

尾
張
が
鷹
場
設
定
の
優
先
権
を
有
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
、
伊
勢
国
に
お
け
る
尾
張
藩
鷹
場
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
の
村
々
が
鷹
場
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

本
論
文
で
主
と
し
て
用
い
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
史
料
で
あ
る
。
ま
ず
、「
勢
州
廣

瀬
野
御
鷹
場
一
巻
留
」
で
、
こ
れ
は
文
化
年
間
に
起
こ
っ
た
鷹
場
目
付
を
め
ぐ
る
一
件

に
つ
い
て
の
史
料
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
期
の
廣
瀬
野
に
つ
い
て
の
史
料

も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調
帳
」

で
、
こ
れ
は
亀
山
藩
大
庄
屋
で
あ
る
葉
田
家
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
文
政
期

（
9
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（
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六
四

の
尾
張
鷹
場
一
件
に
つ
い
て
の
書
付
類
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
文

書
に
、「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件
取
調
帳
」
が
あ
る
。

本
稿
は
、「
一
」
で
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
発
生
し
た
「
廣
瀬
野
鷹
場
目
付
一
件
」

を
検
討
し
、
こ
の
地
域
の
鷹
場
を
尾
張
藩
・
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

た
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
「
二
」
で
は
文
政
元
年
に
行
な
わ
れ
た
尾
張
藩
鷹
匠

に
よ
る
鷹
狩
と
、
地
域
の
開
発
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
鷹
場
が
地
域
に
与
え
て
い
た
影

響
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

一　

文
化
六
～
七
年
の
廣
瀬
野
鷹
場
目
付
一
件

（
一
）　

森
田
仲
右
衛
門
・
渡
辺
六
左
衛
門
に
よ
る
訴
願

本
一
件
は
、
文
化
六
年
に
、
伊
勢
国
三
重
郡
水
澤
村（
現
四
日
市
市
）の
森
田
仲
右
衛

門
と
庄
野
宿（
現
鈴
鹿
市
）渡
辺
六
左
衛
門
が
名
古
屋
に
出
向
き
、
両
人
を
廣
瀬
野
鷹
場

の
「
鷹
場
目
付
」
役
に
任
じ
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

水
澤
村
は
、「
天
保
郷
帳
」
に
よ
れ
ば
約
一
五
〇
三
石
で
、
菰
野
藩
領
の
村
で
あ
る
。

庄
野
宿
は
東
海
道
の
宿
駅
で
あ
り
、
庄
野
村
は
幕
領
で
あ
っ
た
。
両
人
と
も
尾
張
藩
領

の
町
・
村
の
者
で
は
な
い
た
め
、
領
主
の
添
翰
を
得
ず
に
尾
張
藩
に
出
訴
し
た
こ
と
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
本
一
件
の
発
端
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

〔
史
料
一
〕

　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

一
勢
州
鈴
鹿
郡
廣
瀬
野
之
儀
ハ
往
古
ゟ
御
当
国
御
鷹
場
ニ
而
、
元
禄
年
中
迄
ハ

追
々
御
鷹
野
ニ
被
為　

入
候
処
其
後
ハ
御
鷹
野
も
無
御
座
候
、
就
者
私
先
祖　

ゟ
代
々
右
御
鷹
場
目
付
役
被
為　

仰
付
相
勤
来
り
申
候
処
、
十
五
年
已
前
寛
政

七
卯
年
私
父
嘉
十
郎
義
病
死
仕
跡
之
御
締
り
方
第
一
出
精
仕
候
様
呉
々
遺
言
申

置
候
処
、
其
節
私
幼
少
ニ
付
右
御
願
継
も
得
不
仕
是
迄
空
敷
過
来
り
申
候
、
就

而
ハ
右
御
鷹
場
之
儀
近
年
至
而
不
締
ニ
而
日
々
乱
雑
罷
成
奉
恐
入
候
得
ハ
、
此

節
右
場
所
御
見
分
被
成
下
何
卒
先
年
之
通
右
御
鷹
場
目
付
役
私
江
被
為
仰
付
被

下
置
候
様
奉
願
上
候
、
此
段
被
為　

聞
召
分
御
慈
悲
を
以
右
願
之
通
被
為
仰
付

被
下
置
候
ハ
ヽ
、
御
締
宜
出
精
相
守
り
且
先
祖
ゟ
代
々
相
勤
来
り
候
功
分
茂
相

立
、
旁
冥
加
至
極
千
万
難
有
試
合
奉
存
候
、
已
上

　
　
　
　
　

文
化
六
年
巳
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

勢
州
三
重
郡
水
澤
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
仲
右
衛
門　

　
　
　
　

御
鳥
見
方

　
　
　
　
　

御
役
所
様

こ
の
史
料
は
、
文
化
六
年
一
〇
月
に
森
田
仲
右
衛
門
か
ら
尾
張
藩
の
鳥
見
方
役
所
に

提
出
さ
れ
た
願
書
で
あ
る
。
願
書
の
趣
旨
は
、
廣
瀬
野
の
鷹
場
目
付
に
同
人
を
任
じ
て

欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

本
史
料
に
よ
れ
ば
、
勢
州
鈴
鹿
郡
廣
瀬
野
は
、
古
く
よ
り
尾
張
藩
の
御
鷹
場
で
あ
っ

て
元
禄
期
ま
で
は
、
度
々
鷹
狩
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、
森
田
家
は
代
々
廣
瀬
野
の
鷹
場
目
付
に
任
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
寛

政
七
年（
一
七
九
五
）に
仲
右
衛
門
の
父
嘉
十
郎
が
病
死
し
、
仲
右
衛
門
が
幼
少
で
あ
っ

た
た
め
そ
れ
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
近
年
は
鷹

場
が
「
不
締
」
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
尾
張
藩
の
方
で
鷹
場
の
見
分
を
し
た
上
で
、

以
前
の
よ
う
に
仲
右
衛
門
を
鷹
場
目
付
に
任
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
廣
瀬
野
は
元
禄
期
ま
で
は
尾
張
藩
の
鷹
狩
が
度
々
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
、
森
田
家
が
代
々
、
鷹
場
目
付
を
務
め
て
き
た
由
緒
を
理
由

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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と
し
て
、
同
役
へ
の
登
用
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
後
、
同
年
一
一
月
に
森
田
仲
右
衛
門
と
庄
野
宿
の
渡
辺
六
左
衛
門
の
両
名
が
鳥

見
役
所
に
願
書
を
提
出
し
、
二
人
を
鷹
場
目
付
と
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
六
左
衛
門
も

代
々
鷹
場
目
付
を
務
め
て
い
た
と
主
張
し
、
仲
右
衛
門
同
様
の
由
緒
に
基
づ
く
嘆
願
で

あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
両
名
は
、
名
古
屋
の
大
和
町
に
あ
る
稲
葉
屋
佐
右
衛
門
方
に
止
宿
し
て

い
た
。
両
名
と
も
尾
張
藩
領
の
者
で
は
な
い
た
め
、
書
類
の
提
出
な
ど
に
あ
た
っ
て

は
、
佐
右
衛
門（
後
に
玉
屋
町
美
濃
屋
儀
右
衛
門
に
宿
替
）が
取
次
い
て
行
っ
て
い
た
。

（
二
）　

尾
張
藩
鳥
見
組
頭
の
認
識

そ
れ
で
は
、
本
一
件
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

〔
史
料
二
〕

一
廣
瀬
野
之
儀
先
年
ハ
御
鷹
場
ニ
御
座
候
哉
相
分
不
申
候
得
共
、
前
顕
両
人
之
者

ニ
不
限
右
模
寄
村
々
ニ
而
茂
御
鷹
場
与
心
得
罷
在
候
者
も
所
々
御
座
候
儀
ニ
ハ
相

聞
、
何
れ
御
由
緒
之
土
地
ニ
而
も
可
有
御
座
哉
、
就
者　

常
憲
院
様
御
代
御
鷹

場
御
指
上
御
座
候
由
、
其
上

瑞
竜
院
様
・
泰
心
院
様
御
鷹
御
遣
ひ
被
遊
間
敷
由
被　

仰
合
、
御
老
中
江
茂
御

咄
被
遊
候
由
等
宝
永
二
酉
年
被　

仰
出
之
趣
も
相
見
候
付
而
ハ
、
若
右
節
御
鷹

場
御
指
上
与
広
ク
為
御
達
御
座
候
迄
ニ
而
、
廣
瀬
野
或
ハ
何
方
与
巨
細
ニ
ハ
御

調
茂
無
之
候
付
、
御
記
録
類
茂
相
残
不
申
、
其
後
更
ニ
唱
方
迄
も
棄
損
ニ
相
成

候
訳
ニ
茂
可
有
御
座
候
半
哉
、
且
亦
先
達
而
拝
借
仕
候
安
永
元
辰
年
御
吟
味
之

趣
留
書
抜
与
有
之
候
書
付
之
内
、
藤
堂
大
学
頭
領
分
江
御
巣
鷹
責
ニ
被
遣
候
節

場
所
遠
慮
替
等
之
趣
も
茂〻
相
見
、
右
之
趣
を
以
当
時
江
戸
表
御
鷹
場
之
様
ニ
引

比
候
而
ハ
右
体
之
義
ニ
も
被
及
間
敷
、
是
等
之
趣
勘
考
仕
候
而
ハ
急
度
御
鷹
場

与
申
訳
ニ
ハ
無
御
座
候
得
共
、
中
古
已
前
ハ
御
隣
国
模
寄
之
野
辺
江
ハ
追
々
御

巣
鷹
責
ニ
被
遣
、
尤
御
巣
鷹
責
之
儀
ハ
雲
雀
野
ニ
而
冬
場
ニ
無
御
座
殊
更
近
比

迄
ハ
畠
さ
へ
も
無
御
座
由
ニ
付
、
旁
地
之
障
ニ
茂
不
相
成
、
右
故
を
以
追
々
雲

雀
鷹
野
仕
来
り
候
哉
と
も
奉
存
候
、
既
ニ
三
州
三
吉
辺
ハ
近
来
御
鷹
匠
御
巣
鷹

責
ニ
罷
越
、
御
鷹
場
見
廻
之
者
共
指
隠
罷
越
候
儀
も
相
見
、
右
之
通

御
家
之
儀
ハ
何
方
江
御
鷹
被
遣
候
候
而
も
差
別
之
儀
ハ
無
御
座
儀
ニ
も
候
半
哉
、

何
れ
ニ
茂
他
邨
之
者
迄
も
尾
州
之
風
ニ
相
化
、
今
般
之
通
申
出
候
一
条
ハ
縦
不

筋
心
腹
ニ
而
候
共
、
仮
初
ニ
も
御
国
を
奉
慕
候
事
相
見
候
間
、
何
と
な
く
両
人

之
者
導
を
以
廣
瀬
野
江
御
巣
鷹
責
ニ
被
遣
候
而
ハ
如
何
可
有
御
座
候
半
哉
、
其

内
若
先
々
に
て
不
都
合
相
成
候
義
有
之
候
而
ハ
如
何
御
座
候
間
、
中
絶
之
訳
等

を
含
此
節
被
遣
候
而
茂
先
々
ハ
成
間
敷
哉
之
段
、
両
人
之
者
心
得
を
以
領

主
々
々
之
郡
奉
行
抔
江
先
軽
為
相
計
誠
申
度
義
ニ
奉
存
候
、
左
候
ハ
ヽ
右
之
趣

軽
及
演
説
此
已
後
何
れ
之
障
ニ
も
不
相
成
御
巣
鷹
責
御
模
通
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、

追
而
御
案
内
之
者
勤
役
之
御
吟
味
も
可
有
之
旨
、
申
談
帰
村
為
仕
候
而
ハ
如
何

可
有
御
座
候
半
哉
、
万
一
事
調
ひ
不
申
候
共
彼
等
両
人
之
計
ニ
仕
置
候
得
ハ
御

外
聞
ニ
抱
り
候
程
之
儀
と
も
不
奉
存
候
、
如
之
別
紙
都
合
四
枚
差
指
出
奉
伺
候

　

巳
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
鳥
見
組
頭

朱
書
「
但
壱
弐
三
四
印
別
紙
前
ニ
見
ル
」

　

下
ヶ
札

本
文
廣
瀬
野
之
儀
此
節
ニ
至
り
候
而
ハ
、
御
鷹
場
御
拝
領
之
義
茂
不
相
分
候
処
、

他
領
江
御
巣
鷹
責
ニ
被
遣
候
義
ハ
如
何
ニ
も
相
見
候
得
と
も
、
東
海
道　

御
上

下
之
節
ハ
、
三
嶋
辺
ゟ
尾
州
迄
御
鷹
野
被
遊
、
御
脇
鷹
茂
被　

仰
付
候
御
儀
等

照
合
候
而
ハ
、
先
年
之
伝
ひ
も
有
之
儀
ニ
付
、
強
而
御
遠
慮
不
被
為
及
候
而
茂
可
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六

然
候
半
哉

本
史
料
は
、
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）一
一
月
に
出
さ
れ
た
鳥
見
組
頭
の
上
申
書
で
あ

り
、
廣
瀬
野
鷹
場
に
つ
い
て
同
人
の
認
識
が
分
か
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
点
を
ま
と

め
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
廣
瀬
野
が
以
前
か
ら
尾
張
藩
御
鷹
場
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
る
。

・
徳
川
綱
吉（
常
憲
院
）の
時
代
に
鷹
場
返
上
と
な
り
、
徳
川
光
友（
瑞
竜
院
）・
綱
誠（
泰

心
院
）と
も
鷹
狩
を
行
わ
な
く
な
っ
た
後
、
廣
瀬
野
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。

・
安
永
元
年（
一
七
七
二
）の
留
書
に
よ
れ
ば
、
鷹
の
幼
鳥
を
調
教
す
る
た
め
に
鷹
匠
を

津
藩
領
へ
遣
わ
し
た
時
に
、
鷹
場
の
「
遠
慮
替
」
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
周
辺

の
尾
張
藩
御
鷹
場
と
比
べ
て
も
、
こ
れ
が
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
鷹
場
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

・
以
前
は
、
鷹
の
幼
鳥
を
調
教
す
る
た
め
に
鷹
匠
を
最
寄
り
の
隣
国
や
野
辺
へ
派
遣
し

て
い
た
。
い
ず
れ
も
雲
雀
を
獲
る
も
の
で
あ
り
、
冬
に
行
な
う
も
の
で
は
な
い
。
近

頃
は
、
畑
な
ど
も
な
い
の
で
、
そ
れ
が
「
地
之
障
」
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

・
三
河
国
三
吉
周
辺（
現
愛
知
県
み
よ
し
市
）へ
近
頃
も
同
じ
用
向
き
で
藩
の
鷹
匠
が
出

張
し
て
お
り
、
鷹
場
見
廻
役
が
密
か
に
巡
察
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
御

家
の
儀
」
と
し
て
、
ど
こ
へ
「
御
鷹
」
を
遣
わ
し
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

以
上
、
知
行
権
の
な
い
地
域
に
対
し
て
鷹
匠
を
派
遣
し
、
鷹
の
幼
鳥
の
調
教
を
行
う

事
例
は
他
に
も
あ
り
、
今
回
の
一
件
も
そ
れ
と
同
様
に
扱
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
鳥
見
組
頭
は
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
具
体
的
な
地
域
と
し
て
三
河
国
の
三
吉
が
示
さ
れ
、
そ
こ
に
鷹
匠
だ
け

で
な
く
鷹
場
見
廻
役
ま
で
巡
察
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
史
料
末
部

に
あ
る
下
げ
札
で
は
、
東
海
道
を
通
行
す
る
時
に
、
三
嶋
か
ら
尾
張
の
道
中
で
も
鷹
を

遣
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
尾
張
藩
の
鷹
狩
が
、
尾
張
藩
の
鷹
場
外
で
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
尾
張
藩
を
慕
う
両
人
の
気
持
ち
に
絆
さ
れ
て
、
彼
ら
の
導
き
を
も
っ

て
廣
瀬
野
に
お
い
て
鷹
の
幼
鳥
を
調
教
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
。
ま
ず
両
人
の
領
主
筋
─
郡
奉
行
な
ど
へ
先
に
届
け
出
る
よ
う
に
さ
せ
、
問
題

な
く
幼
鳥
の
調
教
が
実
施
で
き
た
な
ら
ば
、
追
っ
て
鷹
目
付
の
こ
と
を
吟
味
す
れ
ば
よ

い
と
し
て
い
る
。

尾
張
藩
鳥
見
組
頭
と
し
て
は
、
知
行
権
の
な
い
場
所
で
の
鷹
狩
を
す
る
こ
と
自
体
は

可
能
と
い
う
認
識
を
示
し
な
が
ら
も
、
鷹
場
目
付
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎

重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

両
名
の
帰
村
と
再
度
の
訴
願

そ
の
後
、
渡
辺
六
左
衛
門
よ
り
帰
村
願
が
出
さ
れ
た
。
理
由
は
、
鈴
鹿
川
御
普
請
場

所
見
分
で
幕
府
の
役
人
が
庄
野
宿
に
来
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
両
名
を
帰
村
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
が
、
一
一
月
一
四
日
に
な
っ
て
森
田
仲
右
衛
門
か
ら
帰
村
の
延
引
願
が

だ
さ
れ
る
。

そ
し
て
一
一
月
二
四
日
に
出
さ
れ
た
願
書
に
よ
れ
ば
、
実
は
「
尾
州
表
江
出
訴
等
一

切
仕
間
敷
旨
、
領
主
よ
り
追
々
御
触
出
御
座
候
」
で
あ
り
、
国
元
の
様
子
を
探
っ
た
と

こ
ろ
、
仲
右
衛
門
が
出
訴
し
た
こ
と
は
も
う
国
元
で
流
布
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
報
告

し
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
状
態
で
帰
村
し
た
な
ら
ば
、
再
び
尾
州
表
へ
出
て
く
る
こ
と

は
不
可
能
に
な
る
と
し
、
帰
村
を
延
ば
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
30
）

（
31
）
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七

そ
の
後
に
提
出
さ
れ
た
願
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
件
に
つ
き
、「
誠
以
私
義
一
命
相
抱

候
仕
合
、
十
方
ニ
暮
難
儀
至
極
歎
ヶ
敷
奉
存
候
ニ
付
」
で
あ
り
、
尾
張
藩
よ
り
菰
野
藩

へ
「
御
声
掛
」
を
す
る
こ
と
で
無
事
に
帰
村
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
し
て
、
添

状
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
尾
張
藩
側
は
こ
の
願
を
受
け
入
れ
ず
、
両
名
の
帰
村
を
申
し
渡
し
た
。
そ

こ
で
、
仲
右
衛
門
は
水
澤
村
に
戻
ら
ず
、
庄
野
宿
の
六
左
衛
門
の
と
こ
ろ
に
逗
留
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
六
左
衛
門
が
再
び
名
古
屋
へ
出
府
し
、
願
書
を
提
出
す
る

に
至
る
。
尾
張
藩
側
が
願
書
の
内
容
に
つ
い
て
六
左
衛
門
に
問
い
合
わ
せ
、
そ
れ
に
対

し
て
六
左
衛
門
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。

〔
史
料
三
〕

　
　
　
　

乍
恐
書
付
を
以
御
答
奉
申
上
候
御
事

仲
右
衛
門
儀
内
分
ニ
而
爰
許
江
罷
越
候
処
、
右
之
趣
領
主
江
相
知
帰
村
致
候
ハ
ヽ
、

取
締
ニ
相
成
可
申
哉
之
様
子
之
旨
、
最
前
仲
右
衛
門
申
聞
候
、
此
表
江
罷
越
候
儀

者
内
分
之
事
ニ
候
ハ
ヽ
願
之
訳
等
領
主
江
相
知
可
申
義
も
有
之
間
敷
事
ニ
候
、
右
者

如
何
程
之
訳
ニ
候
哉
及
承
り
候
趣
可
申
聞
事
、

此
度
最
初
ゟ
申
上
候
通
御
鷹
場
之
儀
ニ
付
、
御
当
国
江
手
入
仕
候
も
の
も
御
座
候

哉
与
毎
々
御
領
主
表
ゟ
相
触
候
儀
御
座
候
間
、
御
当
国
江
内
分
ニ
而
願
出
候
儀
ニ
御

座
候
、
然
ル
処
親
類
共
并
村
役
人
ゟ
他
出
之
訳
仲
右
衛
門
家
内
江
相
尋
候
、
尤
最

初
者
委
細
不
申
候
得
共
日
々
厳
敷
相
尋
候
儀
ニ
付
、
無
拠
当　

御
役
所
様
江
罷
出

候
段
申
聞
せ
候
由
、
依
之
早
速
村
役
人
ゟ
御
領
主
役
所
江
右
之
始
末
申
出
候
由
御

座
候
、
右
等
之
儀
何
卒
宜
御
憐
察
被
成
下
候
様
偏
ニ
奉
願
上
候

（
中
略
）

仲
右
衛
門
儀
帰
村
致
か
た
く
難
渋
之
由
ニ
付
、
其
方
所
ニ
当
時
罷
在
候
由
右
ニ
付

急
々
場
所
遂
見
分
候
様
致
度
旨
猶
又
願
書
指
出
候
、
右
者
前
顕
之
通
領
主
江
内
分

之
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
差
急
役
所
筋
ゟ
遂
見
分
候
儀
等
者
却
而
不
可
然
筋
ニ
相
見
候
、

其
内
遂
見
分
候
ハ
ヽ
仲
右
衛
門
儀
無
難
ニ
帰
村
相
成
候
儀
ニ
候
哉
、
左
候
ハ
ヽ
其

訳
委
敷
可
申
聞
事

此
度
前
顕
之
通
御
領
主
江
内
分
之
事
ニ
候
得
共
村
役
人
ゟ
申
上
候
得
者
、
此
侭
帰

村
仕
万
一
御
領
主
御
手
ニ
入
御
咎
請
候
様
ニ
相
成
其
節
御
見
分
御
座
候
而
者
、
右

御
場
所
御
案
内
可
仕
義
も
難
相
成
奉
恐
入
候
間
、
御
差
急
御
見
分
被
成
下
候
而
村

方
江
御
立
入
被
下
候
得
者
、
御
領
主
ゟ
御
差
綺
も
不
仕
無
難
ニ
帰
村
仕
候
儀
御
座

候
、
左
候
得
者
御
添
翰
ゟ
慥
成
御
事
ニ
御
座
候
得
者
弥
以
無
難
ニ
相
成
一
同
大
慶

仕
候
、
殊
ニ
仲
右
衛
門
伯
母
此
節
大
病
ニ
而
何
卒
仲
右
衛
門
ニ
存
生
之
内
一
度
逢

申
度
達
而
申
之
歎
ヶ
敷
奉
存
候
、
尚
又
及
月
迫
諸
向
万
端
差
操
等
も
有
之
、
且
私

義
も
此
節
役
用
等
も
差
障
候
得
者
急
々
御
見
分
御
座
候
儀
御
座
候
ハ
ヽ
御
供
仕
度

奉
存
候
、
左
も
無
御
座
候
ハ
ヽ
一
先
帰
村
被
仰
付
被
下
置
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
何

分
仲
右
衛
門
御
救
与
被
思
召
早
々
御
見
分
被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
何

分
此
段
御
憐
愍
之
程
奉
願
上
候

右
之
通
相
違
之
儀
不
奉
申
上
候
間
、
何
分
御
慈
悲
を
以
急
々
御
見
分
被
成
下
置
候

ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
被
為
聞
召
訳
願
之
通
御
聞
済
被
成
下
候
様
奉
願
上

候
、
以
上

文
化
六
年
巳
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
六
左
衛
門

本
史
料
に
よ
れ
ば
、
六
左
衛
門
側
は
領
主
に
よ
る
処
罰
を
回
避
す
る
た
め
に
、
尾
張

藩
に
よ
る
鷹
場
見
分
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

尾
張
藩
側
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
①
仲
右
衛
門
が
尾
張
藩
に
嘆
願
に
来
て
い

る
こ
と
を
菰
野
藩
に
伝
え
て
は
な
ら
な
い
理
由
、
②
尾
張
藩
側
が
急
ぎ
鷹
場
の
見
分
を

行
う
こ
と
で
仲
右
衛
門
が
無
事
に
帰
村
で
き
る
と
し
て
い
る
理
由
、
の
二
点
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
鷹
場
を
め
ぐ
っ
て
村
が
尾
張
藩
と
直
接
交
渉
す
る
こ
と
を
警
戒
す
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六
八

る
触
が
た
び
た
び
菰
野
藩
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
藩
に
は

無
断
で
訴
願
に
及
ん
だ
が
、
仲
右
衛
門
の
妻
が
親
類
や
村
役
人
か
ら
問
い
質
さ
れ
て
白

状
し
、
領
主
に
露
見
す
る
事
態
と
な
っ
た
と
い
う
。

②
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま
ま
領
主
か
ら
仲
右
衛
門
が
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

見
分
の
案
内
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
し
、
今
、
尾
張
藩
側
が
鷹
場
見
分
を
行

え
ば
、
菰
野
藩
側
も
仲
右
衛
門
を
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。

仲
右
衛
門
の
伯
母
は
大
病
を
患
っ
て
い
て
、
彼
に
生
き
て
い
る
う
ち
に
一
度
会
い
た
い

と
言
っ
て
お
り
、
こ
の
危
急
を
救
っ
て
ほ
し
い
と
嘆
願
を
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
鳥
見
組
頭
は
一
二
月
一
四
日
に
御
側
大
寄
合
に
評
議
を
依
頼
し

た
。
仲
右
衛
門
ら
の
願
書
都
合
七
枚
を
提
出
し
、
鳥
見
組
頭
は
、「
一
体
御
由
緒
之
趣

申
出
候
者
之
儀
前
顕
村
役
人
よ
り
申
出
候
一
条
相
違
無
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
不
便
至
極
之
儀

ニ
御
座
候
」
と
し
て
、
仲
右
衛
門
た
ち
に
同
情
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

し
か
し
、
一
二
月
一
七
日
に
は
先
に
提
出
し
た
書
類
の
取
り
下
げ
を
鳥
見
組
頭
が
求

め
た
。
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
実
際
に
大
寄
合
で
評
議
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
森
田
仲
右
衛

門
が
菰
野
藩
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
文
化
七
年
七

月
に
な
っ
て
森
田
仲
右
衛
門
か
ら
三
た
び
鳥
見
方
役
所
に
願
書
が
出
さ
れ
た
。
要
求
内

容
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
尾
張
藩
側
の
対
応
は
史
料
に
記
さ
れ

て
い
な
い
。（

四
）　

本
一
件
の
意
義

本
一
件
は
、
菰
野
藩
領
・
幕
領
の
百
姓
が
、
尾
張
藩
の
鷹
場
目
付
と
な
る
こ
と
を
求

め
て
領
主
に
無
断
で
名
古
屋
へ
出
府
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
こ
の
事
実
が
露
見

す
れ
ば
、
領
主
か
ら
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
の
行
動
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
尾

張
藩
鳥
見
組
頭
と
し
て
は
、
知
行
権
の
な
い
場
所
で
あ
っ
て
も
鷹
狩
を
す
る
こ
と
は
可

能
と
い
う
認
識
を
示
し
な
が
ら
、
実
際
に
廣
瀬
野
を
見
分
し
、
鷹
狩
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
領
主
の
添
翰
の
な
い
嘆
願
書
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
危
惧
し
た
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
尾
張
藩
は
鷹
場
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
で
他
藩
の
知
行
権
に
抵
触
す
る

こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
森
田
仲
右
衛
門
・

渡
辺
六
左
衛
門
は
領
主
の
了
解
を
得
ず
に
、
尾
張
藩
の
鷹
場
役
人
と
な
る
こ
と
を
所
望

し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
知
行
権
を
超
越
し
て
、
鷹
場
を
通
じ
て
尾
張
藩
と
直
接
結
び
つ

こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
知
行
権
と
並
び
立
つ
も
の
と
し
て
の
鷹
場

支
配
権
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
両
名
は
こ
こ
ま
で
し
て
尾
張
藩
の
鷹
場
と
結
び
つ
く
こ
と
を
望

ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
次
節
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

文
政
元
年
の
鷹
場
見
分
と
廣
瀬
野
の
開
発

（
一
）　

廣
瀬
野
の
概
況

文
政
元
年（
一
八
一
八
）、
尾
張
藩
に
よ
る
廣
瀬
野
で
の
鷹
狩
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
尾
張
藩
鷹
匠
頭
に
よ
る
見
分
も
行
わ
れ
た
。
廣
瀬
野
鷹
場
内
に
多
く
の
藩
領
村
を

有
す
る
亀
山
藩
は
、
尾
張
藩
に
対
し
て
原
野
開
発
の
許
可
を
村
に
与
え
な
い
よ
う
に
要

請
し
た
。
ま
た
亀
山
藩
領
村
々
も
、
他
藩
領
の
者
が
鷹
場
を
利
用
し
て
開
発
を
主
導
し

て
い
こ
う
と
す
る
動
き
を
警
戒
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
件
を
み
て
い
く
。

な
お
、
本
一
件
に
つ
い
て
は
、
井
上
正
秀
氏
が
先
述
の
論
文
の
中
で
全
体
像
が
明
ら

（
32
）
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六
九

か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、「
知
行
権
」
と

「
鷹
場
支
配
権
」
の
対
立
と
い
う
視
点
か
ら
本
一
件
を
捉
え
な
お
し
て
み
た
い
。

さ
て
、
廣
瀬
野
と
は
、
東
海
道
庄
野
宿
の
北
方
に
展
開
し
て
い
た
原
野
で
あ
る（
次

頁
の
「
廣
瀬
野
周
辺
絵
図
」
参
照
）。
周
辺
に
乃
保
野
・
山
田
野
・
平
田
野
な
ど
の
大
小
の

原
野
が
存
在
し
て
お
り
村
々
に
よ
る
入
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
「
二
」

で
出
て
き
た
水
澤
村
は
、
廣
瀬
野
よ
り
も
乃
保
野
に
近
い
こ
と
も
分
か
る
。

廣
瀬
野
は
、
親
郷
と
し
て
廣
瀬
村
ほ
か
一
〇
か
村
の
名
が
見
え
、
さ
ら
に
「
札
郷
」

「
入
郷
」
と
し
て
の
村
も
存
在
し
た
。
こ
の
入
会
関
係
に
つ
い
て
は
、
他
に
史
料
が
な

い
た
め
に
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

表
一
は
、
尾
張
藩
の
鷹
場
領
域
に
関
わ
る
村
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
一
」
で

用
い
た
「
勢
州
廣
瀬
野
御
鷹
場
一
巻
留
」
に
お
い
て
、
鷹
場
と
し
て
の
取
締
を
行
っ
て

き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
村
で
あ
る
。
宿
・
村
は
四
〇
あ
り
、
そ
の
大
半
は
亀
山
藩
領
に

属
し
た
。
し
か
し
、
少
数
で
は
あ
る
が
津
藩
領
・
菰
野
藩
領
・
幕
領
等
の
村
や
、
相
給

の
村
も
存
在
し
て
い
る
。

表
二
は
、「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調
帳
」
の
中
に
あ
る
「
野

地
開
田
畑
之
事
」
を
年
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、「
九
々
五
集
」
等
を

も
と
に
編
年
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寛
永
～
安
永
期
に
お
け
る
新
田
畑

開
発
の
状
況
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
争
論
の
一
端
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
廣
瀬
野
一
帯
は
、
十
七
世
紀
前
半
よ
り
断
続
的
に
周
辺
村
落
に

よ
っ
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
開
発
を
め
ぐ
り
、
度
々

争
論
が
発
生
し
て
お
り
、
幕
府
に
よ
る
裁
定
が
行
わ
れ
る
事
態
と
も
な
っ
て
い
た
。
開

発
を
め
ぐ
っ
て
は
、
亀
山
藩
領
内
の
村
々
に
よ
る
対
立
も
あ
っ
た
が
、
延
宝
三
年（
一

六
七
五
）の
幕
領
で
あ
る
庄
野
村
と
亀
山
藩
領
の
国
府
村
・
平
田
村
の
間
で
生
じ
た
野

地
争
論
の
よ
う
に
、
領
主
の
異
な
る
村
間
の
争
論
も
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
文
政
元
年
に
尾
張
藩
に
よ
る
鷹
狩
が
廣
瀬
野
に
お
い
て
復

活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
述
の
井
上
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
同
年
八
月
に
尾
張
藩
鷹

匠
頭
吉
田
甚
平
を
中
心
に
総
勢
五
十
二
名
・
鷹
五
居
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
捕
ら
え
た
鳥

は
千
百
五
十
四
羽
に
も
上
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
鷹
狩
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

同
年
四
月
以
降
、
吉
田
甚
平
の
雲
雀
野
内
見
お
よ
び
亀
山
藩
と
の
間
で
内
見
を
め
ぐ
っ

て
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
井
上
氏
の
論
文

で
は
、
ど
の
史
料
を
根
拠
に
述
べ
て
い
る
の
か
や
や
判
然
と
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
亀
山
藩
が
吉
田
甚
平
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
請
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
ま
ず

見
て
い
き
た
い
。

（
二
）　

亀
山
藩
の
動
向

〔
史
料
四
〕

　
　
　
　
　

覚

一
先
達
而
ハ
雲
雀
野
御
鷹
場
御
内
分
と
し
て
御
役
方
被
成
御
越
候
段
、
下
方
ゟ
申

出
致
承
知
御
苦
労
ニ
奉
存
候
、久
々
御
鷹
御
入
込
之
儀
ハ
無
御
座
候
ニ
付
、色
々

風
聞
仕
候
得
共
御
鷹
御
入
込
一
通
り
之
儀
ニ
付
、
安
心
候
様
大
庄
屋
共
始
へ
被

仰
聞
趣
申
出
重
役
共
始
へ
私
共
ニ
お
ゐ
て
も
安
心
い
た
し
罷
在
候
、
然
ル
処
尚

又
追
々
取
沙
汰
仕
候
ハ
ヽ
、
新
田
畑
開
発
仕
度
目
論
見
之
者
共
有
之
候
得
ハ
、

主
殿
頭
領
内
之
儀
願
立
候
共
取
用
ニ
無
之
段
ハ
承
知
致
居
候
而
、
右
野
地
ハ
尾

州
様
雲
雀
御
鷹
場
之
内
故　

尾
州
様
へ
御
願
申
上
追
々
目
論
見
候
段
風
聞
仕

⒜
、
扨
又
願
主
之
内
主
殿
頭
領
内
之
も
の
も
か
ハ
り
罷
在
候
段
取
沙
汰
仕
候
得

共
、
此
儀
信
用
難
致
訳
ハ
右
野
地
ハ
村
々
入
会
之
土
地
ニ
而
、
夫
々
年
貢
米
差

出
入
会
郷
之
外
ハ
隣
郷
之
者
共
た
り
共
一
切
差
入
不
申
、
入
会
之
中
ニ
而
も
我

（
33
）（

34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）
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侭
に
ハ
差
入
不
申
年
貢
札
米
与
申
定
茂
有
之
札
数
を
以
人
数
を
入
込
候
而
肥
草

芝
取
候
抔
与
申
様
之
儀
有
之
、
聊
ニ
而
茂
新
田
畑
ニ
致
開
発
候
得
ハ
入
会
郷
ゟ
得

心
不
仕
、
既
ニ
延
宝
之
頃
心
組
之
内
新
田
畑
開
発
仕
候
処
、
組
合
ゟ
及
故
障
江

戸
表
へ
罷
出
御
裁
許
を
受
候
義
も
有
之
、
其
外
領
主
切
ニ
而
相
済
候
公
事
茂

度
々
之
儀
、
尚
又
御
代
官
所
ゟ
田
地
開
発
之
目
論
見
見
分
等
も
度
々
御
座
候
得

共
、
年
貢
地
之
訳
を
以
御
断
相
立
候
⒝
、
領
内
之
者
之
様
訳
合
兼
而
篤
与
い
つ

れ
茂
承
知
罷
在
候
事
故
、
決
而
左
様
之
願
ニ
か
り
候
義
有
御
座
候
間
敷
と
奉
存
、

然
れ
と
も
風
聞
之
儀
も
難
捨
置
、
御
鷹
野
場
最
寄
村
々
之
内
若
心
得
違
之
も
の

有
之
か
り
御
願
申
上
候
儀
ハ
無
之
哉
与
先
役
人
共
之
心
組
を
以
内
々
糺
見
候

処
、
深
溝
村
半
兵
衛
ト
申
も
の
方
ニ
御
国
元
へ
差
上
候
趣
ニ
而
願
書
之
扣
有
之
、

其
外
文
通
之
来
状
等
遂
吟
味
候
而
差
出
候
ニ
付
、
右
願
書
之
扣
来
状
等
致
披
見

候
処
⒞
、
御
開
田
被
成
候
様
願
望
之
趣
追
々
相
見
へ
候
得
者
、
御
鷹
御
入
込
之

儀
等
申
立
有
之
、
依
之
役
人
共
ハ
初
而
驚
入
手
元
ニ
か
様
之
儀
可
有
御
座
与
ハ

存
知
茂
不
寄
儀
、
尤
此
願
人
吉
兵
衛
ハ
勿
論
半
蔵
も
相
果
当
村
委
敷
儀
穿
鑿
之

仕
方
も
無
御
座
候
、
伊
舟
村
長
左
衛
門
申
者
も
一
味
之
も
の
与
相
見
へ
候
得

共
、
是
以
先
年
相
果
申
候
、
扨
相
察
候
処
半
蔵
・
長
左
衛
門
と
も
野
地
年
貢
附

其
外
公
事
関
東
御
裁
許
等
度
々
御
座
候
訳
合
等
ハ
委
鋪
承
知
仕
候
筈
之
者
共
ニ

御
座
候
、
然
ル
処
種
々
目
論
見
候
次
第
ニ
而
全
銘
々
一
己
ニ
之
ミ
身
勝
手
ニ
仕

候
、
工
ニ
而
相
願
候
儀
与
被
察
候
、
長
左
衛
門
儀
ハ
誠
ニ
取
ニ
足
さ
る
儀
ニ
御
座

候
、
半
蔵
願
意
偽
而
已
ニ
御
座
候
、
第
一
吉
兵
衛
・
半
七
大
庄
屋
役
相
勤
候
も

御
鷹
御
宿
仕
候
故
之
様
ニ
認
メ
候
得
共
、
全
左
様
之
筋
ニ
無
御
座
も
相
糺
候
処
、

半
蔵
一
類
之
内
大
庄
屋
役
相
勤
候
も
の
壱
人
も
無
御
座
候
、
尚
又
先
年
御
鷹
御

宿
仕
候
ニ
付
、
御
普
請
茂
罷
成
下
候
趣
茂
書
取
有
之
候
得
共
、
是
以
体
も
無
之

儀
ニ
御
座
候
、
先
年
之
右
家
端
ニ
ハ
近
頃
迄
畳
有
之
候
処
、
丸
木
波
付
之
程
竹

廣
瀬
野
周
辺
絵
図

「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件
取
調
帳
」（
鈴
鹿
市
郷
土
資
料
室
所
蔵
）の

絵
図
に
加
筆
し
た
。
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鋪
之
由
ニ
御
座
候
、
惣
而
元
禄
之
頃
ハ
右
村
方
ニ
不
限
土
間
住
居
ニ
御
座
候
由
、

右
座
鋪
ハ
土
間
ニ
ハ
無
御
座
候
得
共
、
麁
抹
成
趣
に
て
相
聞
候
、
此
者
領
主
之

地
面
を
献
し
一
身
之
栄
冨
を
求
候
歎
心
ゟ
起
り
候
儀
奉
存
候
、
右
願
書
ハ
享
和

年
中
之
儀
ト
相
見
へ
候
⒟
、
手
筋
を
以
御
役
所
江
願
込
候
事
哉
、
又
ハ
存
付
候

而
已
下
方
之
目
論
見
計
り
之
儀
ニ
御
座
候
哉
、
此
儀
ハ
難
計
御
座
候
而
、
万
一

手
寄
を
以
御
役
方
へ
願
書
差
出
候
節
ハ
主
殿
頭
領
内
ニ
而
土
地
案
内
之
も
の
ニ

願
人
有
之
儀
故
ニ
而
、
大
事
も
最
（
マ
マ
）様

ニ
茂
御
聞
取
御
座
候
而
ハ
甚
難
渋
ニ
仕
候
、

凡
而
書
取
方
□
々
偽
而
已
ニ
御
座
候
間
、
此
段
内
々
打
明
御
物
語
い
た
し
領
内

ニ
ケ
様
之
不
届
も
の
御
座
候
儀
ハ
誠
ニ
面
目
を
失
ひ
候
事
な
か
ら
不
埒
之
次
第

御
断
申
上
、
猶
御
鷹
御
入
込
之
儀
ハ
□
御
差
支
ニ
無
御
座
候
様
ニ
執
計
も
の
申

付
候
、
尤
年
久
鋪
御
入
込
ハ
中
絶
之
事
故
何
角
行
届
申
間
敷
候
得
共
、
祖
旧
例

を
以
取
調
置
村
方
へ
も
篤
与
申
付
置
候
、
勿
論
雲
雀
御
鷹
場
之
儀
ハ
兼
々
村
方

ニ
茂
相
心
得
罷
在
候
事
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
御
旧
例
を
以
御
入
込
御
座
候
様
仕

度
奉
存
候
、
前
々
之
通
野
地
村
々
組
合
々
々
之
内
御
他
領
茂
御
座
候
ニ
付
地
面

甚
入
組
毎
々
申
分
有
之
、
甚
難
儀
仕
候
土
地
々
々
御
座
候
間
、
御
新
法
之
御
沙

汰
無
御
座
候
様
御
執
計
御
頼
申
候
⒠
、
右
半
蔵
・
長
左
衛
門
体
之
不
埒
も
の
外

ニ
御
座
候
哉
此
節
追
々
糺
罷
在
候
得
共
未
タ
相
知
不
申
候
、
右
半
蔵
願
込
今
以

請
継
同
様
之
心
底
ニ
罷
有
候
哉
難
斗
此
節
呼
出
糺
中
御
座
候
、
領
内
々
各
右
党

之
も
の
御
座
候
而
御
聞
ニ
入
之
儀
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
内
々
御
聞
せ
被
下
候
様

ニ
致
度
奉
存
候
⒡
、
願
意
之
真
偽
相
糺
度
奉
存
候
、
他
御
領
ゟ
も
度
々
種
々
目

論
見
事
仕
、
毎
々
村
方
ヲ
騒
シ
難
儀
仕
候
、
御
代
官
所
へ
願
込
御
手
代
中
見
分

有
之
儀
も
御
座
候
、
猶
又
従　

公
儀
之
御
沙
汰
ニ
而
御
代
官
所
ゟ
御
手
代
中
見

分
有
之
儀
も
御
座
候
得
共
、
年
貢
地
無
拠
差
支
之
次
第
共
相
分
り
是
迄
無
別
条

済
来
り
候
場
所
ニ
御
座
候
、
何
分
御
鷹
御
入
込
御
座
候
ハ
ヽ
御
旧
例
之
通
ニ
而

No. 郡名 村名 村高 領主 No. 郡名 村名 村高 領主
1 鈴鹿郡 廣瀬村 774.4 亀山藩 21 鈴鹿郡 長澤村 957.5 亀山藩
2 鈴鹿郡 名越村 田村枝郷 亀山藩 22 鈴鹿郡 長澤野田村 204.7 亀山藩
3 鈴鹿郡 長明寺村 533.2 亀山藩 23 鈴鹿郡 大久保村 925.8 亀山藩
4 鈴鹿郡 太田村 953.2 亀山藩 24 鈴鹿郡 山本村 843.8 亀山藩
5 鈴鹿郡 岩森村 318.6 亀山藩 25 鈴鹿郡 小岐須村 652.7 亀山藩
6 鈴鹿郡 田村 990.7 亀山藩 26 鈴鹿郡 小社村 620.3 亀山藩
7 鈴鹿郡 西冨田村 849.8 亀山藩 27 鈴鹿郡 北畑村 446.3 亀山藩
8 鈴鹿郡 中富田村 588.1 亀山藩 28 鈴鹿郡 伊舟村 1399.6 亀山藩
9 鈴鹿郡 和泉村 277.5 亀山藩 29 鈴鹿郡 伊舟野田村 245.5 亀山藩
10 鈴鹿郡 津賀村 747 亀山藩 30 鈴鹿郡 原村 1481.5 亀山藩
11 鈴鹿郡 上田村 1164.9 幕府・亀山藩・神戸藩 31 鈴鹿郡 徳原村 川嵜村枝郷 亀山藩
12 鈴鹿郡 南小松村 758.4 亀山藩 32 鈴鹿郡 川嵜村 2951.4 亀山藩
13 三重郡 波木村 401.8 亀山藩 33 鈴鹿郡 深溝村 1517.2 亀山藩
14 三重郡 貝家村 481.1 亀山藩 34 鈴鹿郡 平田村 313.4 亀山藩
15 三重郡 北小松村 541.2 亀山藩 35 鈴鹿郡 高宮村 727.6 亀山藩・神戸藩
16 鈴鹿郡 鹿間村 575.8 亀山藩 36 三重郡 佐倉村 1063 津藩
17 鈴鹿郡 下大久保村 1105.1 亀山藩 37 三重郡 知積村 1672 幕府・上総五井藩
18 鈴鹿郡 北和田村 387.5 亀山藩 38 三重郡 水澤村 1503 菰野藩
19 三重郡 堂ヶ山村 485.3 亀山藩 39 三重郡 山田村 1720.6 菰野藩
20 鈴鹿郡 岸田村 379.9 亀山藩 40 鈴鹿郡 石薬師宿 732 幕府

表1　廣瀬野鷹場関係村名一覧

・村名とその順番及び領主は「勢州広瀬野御鷹場一巻留」による。
・郡名と村高は「天保郷帳」によった。なお、村高は小数点第2位（升）を四捨五入した値である。
・枝郷については村高を省略した。また、No.18北和田村は、「天保郷帳」に村名がなく、村高は「九々五集」によった。
・「勢州広瀬野御鷹場一巻留」では、No.17下大久保村は「下久保村」、No.38水澤村は「小澤村」と記されていた。これらの

村名が「天保郷帳」にないため、「廣瀬野新開一件・尾州様御鷹場一件　取調帳」等と照合し、村名を比定した
・領主においても、不正確な部分（No.11上田村・No.35高宮村・No.37知積村）については「旧高旧領取調帳」等を用いて補訂

した。
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御
新
法
之
御
沙
汰
無
御
座
候
様
、
呉
々
御
執
成
御
頼
申
候
、
此
度
罷
出
趣
意
ハ

主
殿
頭
領
内
ゟ
偽
而
已
を
以
願
立
、
御
役
所
之
御
聞
ニ
入
有
之
候
而
者
年
数
相

立
候
儀
与
ハ
乍
申
、
不
埒
之
次
第
難
捨
置
御
断
ニ
罷
出
候
、
仮
令
御
聞
入
候
迚

も
役
人
共
添
翰
等
も
無
御
座
事
ハ
御
取
用
有
御
座
間
鋪
候
得
共
、
ケ
様
之
儀
御

耳
ニ
入
有
之
候
而
ハ
面
目
を
失
ひ
候
義
ニ
御
座
候
⒢
、
則
深
溝
村
よ
り
願
書
之

扣
来
状
共
致
吟
味
差
出
ニ
付
写
入
御
覧
申
候
、
御
披
見
可
被
下
候
、
御
手
前
様

ニ
ハ
先
達
而
御
内
見
分
と
し
て
亀
山
領
へ
被
成
御
越
、
其
砌
大
庄
屋
并
掛
申
付

差
出
候
者
共
へ
何
角
御
懇
命
被
仰
達
被
下
候
趣
申
出
承
及
罷
在
候
ニ
付
、
此
度

御
当
所
へ
罷
出
候
ハ
ヽ
御
手
前
様
へ
右
御
断
并
何
角
共
篤
与
御
頼
申
度
奉
存
候

而
罷
出
候
、
何
分
宜
御
差
合
可
被
下
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　

七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
主
殿
頭
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
橋
弥
治
兵
衛

　
（
付
札
に
つ
い
て
は
省
略
）

こ
の
史
料
は
、
文
政
元
年
七
月
、
亀
山
藩
の
船
橋
弥
治
兵
衛
か
ら
尾
張
藩
鷹
匠
頭
吉

田
甚
平
に
対
し
て
出
さ
れ
た
覚
書
で
あ
る
。
船
橋
が
尾
張
ま
で
出
向
き
、
吉
田
に
面
会

の
上
で
口
上
の
覚
書
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
趣
旨
は
、
亀
山
藩
領
村
か
ら
の
開
発
願
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
、
亀
山
藩
か

ら
尾
張
藩
に
依
頼
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
詳
し
く
そ
の
内
容
を
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
傍
線
部（
ａ
）で
は
、「
御
鷹
御
入
込
」
の
地
に
お
い
て
、
新
田
畑
の
開
発
を

目
論
ん
で
い
る
者
の
風
聞
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
者
達
は
、
亀
山
藩

に
対
し
て
開
発
を
願
い
出
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
て
、
野
地
が

「
尾
州
様
雲
雀
御
鷹
場
之
内
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
尾
張
藩
へ
願
い
出
よ
う
と
し
て
い

る
と
す
る
。

次
の
傍
線
部（
ｂ
）は
、
こ
の
地
域
の
開
発
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ

（
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和暦 西暦 事項
寛永11年 1634 7月に廣瀬野について裁許証文が下される。
正保 5 年 1648 三日市村の岡山新田、国府村の半沢新田の開発が行われる。
慶安 4 年 1651 山本村新田が開発される。証文が下されたのは万治3年2月。

その後、新田の溜池について深溝村より異論が出て、慶安5年8月28日になって落着した。
承応元年 1652 12月21日、山本村新田から長沢村・長沢野田村に対して野地証文が送られる。
明暦 2 年 1656 下大久保村の小谷新田が開発される。
寛文 6 年 1666 春、伊舟村の新田が開発される。高宮村と交渉し、12月27日に証文が下される。
寛文 8 年 1668 10月26日、広瀬村新田について証文が下される。
延宝 2 年 1674 国府村・平野村枝郷遠良新田が開発される。
延宝 3 年 1675 伊舟村の新田開発について、汲川原村・高宮村より異論が出て争論となる。

伊舟村の主張に基づいた裁許が下される。
延宝 3 年 1675 9月26日、庄野村・平田村・国府村の間で生じていた野地争論の裁許が下される。
延宝 7 年 1679 深溝村・長沢村枝郷京新田、大久保村相ヶ久保新田が開発される。
貞享 3 年 1686 10月、鞠ヶ野の内、石薬師宿・上田村との間で上ノ村新田が開発される。後に石薬師宿の高に

入れられる。
貞享 4 年 1687 中冨田村より廣瀬野の内で新畑が開かれ、広瀬村の高に入れられる。
元禄 3 年 1690 西冨田村より廣瀬野の内で新畑が開かれ、広瀬村の高に入れられる。
元禄 4 年 1691 西冨田村より廣瀬野の内で新畑が開かれ、広瀬村の高に入れられる。
元禄13年 1700 10月6日、庄野村と津賀村の間の野地争論について裁許が下される。
明和元年 1764 閏12月21日、堂ヶ山村と水沢村の間の野地争論について公訴となる。
安永 7 年 1778 8月4日、津賀村と高宮村の間の野山論について裁許が下される。

表2　廣瀬野及び周辺地域開発年表

「廣瀬野新開一件・尾州様御鷹場一件　取調帳」より作成。
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七
三

る
。
延
宝
期
よ
り
入
会
村
の
争
論
が
発
生
し
て
争
論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
幕
府

代
官
所
自
体
に
よ
る
開
発
の
動
き
も
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
傍
線
部（
ａ
）で
述
べ
た
よ
う
な
風
聞
が
発
生
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
傍
線
部（
ｃ
）に
あ
る
よ
う
に
、
今
回
、
亀
山
藩
と
し
て
内
々

で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
享
和
年
間
に
深
溝
村
半
兵
衛
が
開
発
を
求
め
る
願
書
を
尾
張
藩
に

提
出
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
と
し
て
い
る
。
深
溝
村（
現
鈴
鹿
市
）は
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）ま
で
は
神
戸
藩
領
で
、
そ
れ
以
後
に
亀
山
藩
領
と
な
っ
た
村
で
、
村
高
は

天
保
郷
帳
に
よ
れ
ば
一
五
一
七
石
余
で
あ
っ
た
。

亀
山
藩
で
は
、
開
発
を
主
張
し
て
い
る
者
は
、
傍
線
部（
ｄ
）「
領
主
之
地
面
を
献
し

一
身
之
栄
富
を
求
候
歎
心
よ
り
起
り
候
儀
奉
存
候
」
と
認
識
し
、
尾
張
藩
に
対
し
て
の

鷹
場
に
つ
い
て
「
御
新
法
」
を
作
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
傍
線
部（
ｅ
）に
お
い
て
は
、
所
領
支
配
が
入
り
組
み
、
ま
た
開
発
を
め
ぐ
っ

て
争
論
を
繰
り
広
げ
て
き
た
地
域
で
あ
る
故
に
、
今
回
尾
張
藩
に
よ
っ
て
新
た
な
秩
序

が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部（
ｆ
）で
は
、
こ
う
し
た

開
発
を
め
ぐ
る
動
き
を
尾
張
藩
側
で
把
握
し
た
場
合
は
、
内
々
に
亀
山
藩
に
も
知
ら
せ

る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
傍
線
部（
ｇ
）で
は
、
亀
山
藩
と
し
て
は
同
藩
の
添
翰
が
な
い
願
書
が
尾
張
藩

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
と
受
け
止
め
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
願
書

が
提
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
藩
と
し
て
「
面
目
を
失
ひ
候
義
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
亀
山
藩
と
し
て
は
、
自
領
内
の
者
の
中
に
尾
張
藩
を
通
じ
て
開
発
を

進
め
よ
う
と
す
る
者
が
い
る
こ
と
を
察
知
し
、
そ
う
し
た
願
書
を
取
り
上
げ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
尾
張
藩
側
に
要
請
し
て
い
た
。
深
溝
村
半
兵
衛
ら
は
、
亀
山
藩
内
の
支
配

か
ら
逸
脱
し
、
尾
張
藩
の
鷹
場
と
い
う
秩
序
の
中
で
開
発
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
亀
山
藩
側
は
、
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
尾
張
藩
側
に
直
接
働
き
か
け
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
要
請
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
①
亀
山
藩
領
に
お
い
て
も
廣
瀬
野
の

開
発
を
め
ぐ
る
争
論
が
あ
っ
た
こ
と
、
②
開
発
を
主
導
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
鷹
場
で

あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
尾
張
藩
に
そ
の
許
可
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
③
亀
山

藩
側
は
、
尾
張
藩
側
が
鷹
場
を
通
じ
て
廣
瀬
野
の
開
発
を
許
可
す
る
可
能
性
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
以
上
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

（
三
）　

亀
山
藩
領
村
々
の
動
向

〔
史
料
五
〕

　
　
　
　
　
　

覚

一
尾
州
様
御
鷹
匠
頭
吉
田
甚
平
様
夏
雲
雀
御
鷹
狩
場
御
内
見
被
成
候
処
、
御
附
添

之
衆
中
被
申
候
趣
ニ
而
者
御
内
見
被
成
候
野
地
之
分　

尾
州
様
御
拝
領
地
ニ
而

亀
山
御
城
附
御
拝
領
地
之
外
除
地
之
様
ニ
被
相
心
得
候
趣
ニ
而
、
元
禄
以
来
御

鷹
御
入
込
無
御
座
候
ニ
付
、
野
地
之
内
新
田
畑
山
林
等
ニ
相
成
右
者　

尾
州
様

へ
御
領
主
様
御
拝
領
地
ト
申
立
御
領
主
様
ヘ
ハ　

尾
州
様
御
鷹
場
与
申
立
候
抔

与
被
申
候
⒜
、
甚
平
様
ゟ

〻
〻
〻
〻

御
不
審
之
御
尋
茂
御
座
候
元
禄
・
慶
安
・
承
応
・
寛

文
・
元
禄
同
後
茂
宝
永
・
享
保
之
頃
新
田
畑
之
開
発
御
座
候
得
共
、
御
公
辺
御

届
茂
相
済
、
延
宝
年
中
伊
舟
村
新
田
開
発
之
節
隣
村
ゟ
及
出
入
御
公
訴
ニ
相
成

御
裁
許
茂
御
座
候
、
此
度
御
内
見
被
成
候
野
地
之
分
ハ
孰
も
御
年
貢
付
承
応
之

度
ゟ
安
永
之
度
迄
之
内
、
数
度
及
争
論　

御
公
儀
様
御
裁
許
御
領
主
様
御
裁
許

御
書
付
茂
数
通
御
座
候
、
別
而
廣
瀬
野
之
儀
ハ
寛
永
年
中
出
入
之
節
御
公
訴
ニ

相
成
、
其
砌
郷
組
へ
外
村
ゟ
札
米
与
申
米
を
出
し
草
苅
ニ
入
会
候
、
右
札
米
ニ

郷
組
江
被
下
置
候
野
地
ニ
而
御
拝
領
地
ニ
相
違
無
御
座
候
⒝
、
既
ニ
明
和
・
安

（
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七
四

永
之
度
御
代
官
岩
出
伊
右
衛
門
様
御
手
代
垣
屋
文
右
衛
門
様
・
桑
山
雄
蔵
様
御

見
分
御
糺
被
成
候
所
、
御
年
貢
地
之
儀
分
明
ニ
一
札
差
出
候
処
、
其
儘
ニ
而
相

済
来
申
候
、
享
和
三
亥
年
笠
松
御
手
附
田
口
藤
蔵
様　

尾
州
様
雲
雀
御
鷹
場
御

調
之
節
、
前
件
之
次
第
委
細
各
様
ゟ
被
申
上
候
処
、
御
領
主
様
御
拝
領
地
之
儀

分
明
之
段
被　

仰
聞
候
、
尚
又
元
禄
之
砌
夏
雲
雀
御
鷹
狩
之
儀
も
年
々
引
続
御

入
込
之
節
御
領
主
様
へ
一
通
之
御
案
内
ニ
御
座
候
外
、
御
領
ニ
御
中
絶
之
方
江

者
御
案
内
之
御
振
合
茂
替
り
候
趣
御
噂
被
成
候
段
、
留
書
ニ
相
見
へ
申
候
、
御

宿
之
儀
ハ
農
家
土
間
住
居
ニ
御
座
候
へ
共
、
無
差
構
御
宿
仕
御
用
ニ
付
、
小
使

ニ
至
ル
迄
御
手
当
被
下
路
費
用
之
筋
無
御
座
候
、
御
憐
愍
厚
御
儀
ニ
御
座
候
、

此
度
者
御
内
見
分
ニ
付
、
隣
御
領
之
も
の
共
御
附
添
申
候
而
野
地
御
鷹
場
之
儀

其
土
地
巨
細
ニ
不
相
弁
彼
是
申
立
、
御
案
内
申
上
御
取
用
ハ
無
御
座
段
ハ
被
仰

聞
候
得
共
、
甚
以
不
安
心
ニ
奉
存
彼
等
儀
ハ
是
迄
度
々
御
領
分
野
地
之
儀
者
開

田
畑
目
論
見
仕
騒
ら
せ
候
者
共
ニ
御
座
候
⒞
、
雲
雀
御
鷹
場
之
儀
ハ
不
分
明

之　

 

儀　

 

御　

 

座　

 

候　

 

得　

 

共　

 

、

ニ
茂
〻
〻
申
上
候
ハ
ヽ
御
疑
惑

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
茂〻
可
有
御
座
候
得
共

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

田
口
藤
蔵
様
御
調
之
節
別
而
委

鋪
御
取
調
之
上
被
仰
上
置
候
儀
と
彼
等
申
立
之
儀
相
立
候
而
ハ
、
田
口
藤
蔵
様

御
調
へ
之
節
被
仰
上
候
詮
無
御
座
候
得
ハ
、
各
様
ハ
勿
論
御
領
主
様
も
不
相
立

候
様
ニ
奉
存
候
、
雲
雀
御
鷹
場
之
儀
ハ
当
御
領
内
ニ
限
候
儀
ニ
茂
無
御
座
候
得

共
、
外
御
領
ハ
胡
乱
申
上
候
由
、
当
御
領
分
ハ
有
体
被
仰
上
候
ニ
付
、
全
地
面

共
御
鷹
場
ニ
御
拝
領
除
地
ニ
相
成
土
地
相
成
候
哉
ト
奉
存
候
歟
⒟
、
先
年
ゟ
野

地
を
開
田
畑
樹
楮
を
植
へ
度
工
ミ
候
者
共
有
之
、
此
度
茂
右
等
之
者
共
御
附
添

申
隠
田
畑
林
等
ニ
仕
候
様
子
申
立
候
趣
村
々
承
知
仕
一
統
騒
立
迷
惑
仕
候
、
元

来
御
鷹
御
入
込
御
座
候
儀
ハ
当
国
之
内
当
御
領
ニ
ハ
不
限
、
外
御
領
江
茂
御
入

込
之
御
座
候
儀
分
明
ニ
御
座
候
得
共
、
先
達
而
田
口
藤
蔵
様
御
調
之
節
外
御
領

ゟ
御
入
込
不
分
明
之
由
返
答
御
座
候
趣
御
同
人
様
御
噂
被
成
候
、
猶
又
被
仰
上

候
趣
承
知
仕
候
得
ハ
、
於
私
共
ハ
村
々
難
儀
雑
費
之
儀
無
御
座
候
様
御
執
計
も

可
被
下
候
而
奉
存
候
得
共
、
百
姓
共
之
所
々
風
聞
承
り
不
安
心
之
段
申
出
候
、

扨
又
此
儀
弥
御
鷹
御
入
込
可
有
之
候
得
者
御
場
取
〆
り
無
之
候
而
ハ
不
相
叶
候

得
ハ
、
御
附
置
可
被
成
趣
甚
平
様
御
附
添
之
衆
中
御
噂
御
座
候
ハ
、
雲
雀
ハ
作

毛
荒
し
候
鳥
ニ
茂
無
御
座
も
格
別
人
々
寵
愛
も
不
仕
候
得
ハ
、
雲
雀
之
障
ニ
相

成
候
義
ハ
無
御
座
候
故
、
御
取
〆
り
無
御
座
候
而
御
入
込
之
節
ハ
、
御
領
主
様

ゟ
犬
猫
ハ
勿
論
万
事
取
締
御
案
内
之
も
の
御
差
出
被
成
候
而
相
済
申
候
儀
ニ
御

座
候
、
元
禄
年
中
ニ
も
右
御
場
取
〆
り
之
者
無
御
座
候
、
新
規
之
儀
出
来
仕
候

得
ハ
故
障
之
基
御
座
候
故
、
村
々
之
難
儀
迷
惑
之
儀
を
企
候
者
御
座
候
而
ハ

往
々
之
処
歎
ヶ
鋪
次
第
奉
存
候
⒠
、
尾
州
様
御
役
人
中
内
々
御
入
込
水
沢
村
中

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

右
衛
門
日
永
村
井
尻
相
馬
御
鷹
場
之
儀

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
ニ〻
付
、
格
別
骨
折
候

〻

〻
〻
〻
〻
〻
ニ〻
付
、
御
取
〆
被

〻

〻
〻
〻
〻

　

仰
付
候
ハ
彼
等
両
人
之
外
ハ
無
之
候
ハ
ヽ
御
吹
聴

〻

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
ニ〻
御
座
候
、
色
々
物
工

〻
〻
〻

〻
〻
〻
〻
ニ〻

御
座
候
、
恐
敷
も
の
共

〻
〻
〻

〻
〻
〻
〻
〻
ニ〻
御
座
候

〻
〻
〻

依
之
新
規
之
儀
ハ
何
様
之
儀
ニ
而
も
御
断
申

上
候
間
、
古
例
を
以
御
鷹
御
入
込
之
儀
違
背
不
仕
候
得
ハ
御
差
支
無
御
座
候
様

奉
存
候
、
御
鷹
狩
場
之
儀
ハ　

尾
州
様　

紀
州
様
共
兼
而
各
様
ゟ
厳
重
被
仰
有

之
候
得
ハ
、
村
々
之
者
共
ハ
御
大
切
ニ
相
心
得
聊
麁
略
ニ
存
候
も
の
無
御
座
候
、

取
締
罷
在
候
ニ
付
何
分
是
迄
之
姿
ニ
被
成
置
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
此
段
御
賢

考
之
儀
厚
被　

仰
立
被
下
候
様
奉
願
候
、
以
上

文
政
元
年　

廣
瀬
村
庄
屋　
　
　

田
村
庄
屋　
　
　
　

川
崎
村
庄
屋

　

寅
六
月　
　
　
　

庄
八　
　
　
　
　
　

周
蔵　
　
　
　
　
　
　

孫
治
郎

　
　
　
　
　

伊
舟
村
庄
屋　
　
　

伊
舟
野
田
村
庄
屋　

長
沢
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　

傳
兵
衛　
　
　
　

次
郎
右
衛
門　
　
　
　
　

三
良
右
衛
門

同　
　

勇　
　

治　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
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山
本
村
庄
屋　
　
　

大
久
保
庄
屋　
　
　

水
沢
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

八
郎
右
衛
門　
　
　

善　
　

八　
　
　
　
　

徳
右
衛
門

　
　
　
　
　

深
溝
村
庄
屋　
　
　

堂
ヶ
山
庄
屋　
　
　

北
小
松
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

半
兵
衛　
　
　

  　

市
郎
兵
衛　
　
　
　
　

曽
右
衛
門

大
庄
屋
中
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
名
面
順
ニ
一
行
認
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肝
煎
も
認
有
之
候
得
共
略
之
候

こ
の
史
料
は
、
文
政
元
年
六
月
に
亀
山
藩
領
の
広
瀬
村
ほ
か
一
二
か
村
の
庄
屋
か
ら

同
藩
の
大
庄
屋
衆
に
出
さ
れ
た
嘆
願
書
で
あ
る
。
亀
山
藩
領
一
二
か
村
は
現
状
の
維
持

を
望
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
菰
野
藩
領
水
澤
村
の
動
き
を
警
戒
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

本
史
料
で
は
、
尾
張
藩
鷹
匠
頭
吉
田
甚
平
が
鷹
場
の
内
見
を
行
い
、
そ
れ
に
随
行
し

た
者（
こ
の
随
行
者
に
つ
い
て
は
後
述
）の
認
識
と
し
て
、
今
回
内
見
を
行
っ
た
野
地
は
尾

張
藩
の
拝
領
地
で
あ
り
、
亀
山
藩
の
城
附
拝
領
地
外
の
「
除
地
」
の
よ
う
に
心
得
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
者
は
尾
州
家
に
は
、
領
主
の
拝
領
地
で

あ
る
と
答
え
、
領
主
に
は
尾
州
家
の
鷹
場
で
あ
る
と
申
し
立
て
て
い
る
と
も
し
て
い
る

（
傍
線
部
ａ
）。
こ
の
随
行
者
の
認
識
で
は
、
亀
山
藩
領
で
あ
る
こ
と
と
、
尾
張
藩
の
鷹

場
で
あ
る
こ
と
が
並
列
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
知
行
権
と
鷹
場
支
配
権
と
が
相
対
的
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
後
段
の
史
料
を
読
む
と
分
か
る
通
り
、
こ
の
認
識
こ
そ
、
亀
山
藩

領
村
々
が
警
戒
す
る
「
開
発
主
導
者
の
認
識
」
で
あ
っ
た
。

続
い
て
寛
永
年
間
以
来
の
廣
瀬
野
の
由
緒
が
記
さ
れ
、
同
地
は
亀
山
藩
の
拝
領
地
・

年
貢
地
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る（
傍
線
部
ｂ
）。
亀
山
藩
領
村
々
が
警
戒
を
す
る

の
は
、
他
領
の
者
た
ち
が
そ
う
し
た
来
歴
を
ふ
ま
え
ず
に
、
尾
張
藩
に
対
し
て
開
発
許

可
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た（
傍
線
部
ｃ
）。
そ
し
て
、
他
領
の
者
達
は
、
先
に
示
し
た

よ
う
な
鷹
場
が
亀
山
藩
領
外
の
「
除
地
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
危
機
感
を
示
し
て
い
る（
傍
線
部
ｄ
）。

こ
の
よ
う
に
、
開
発
を
目
論
む
者
達
は
、
鷹
場
の
論
理
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て

知
行
権
を
相
対
化
し
、
新
た
な
秩
序
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
亀
山
藩
の
村
々
に

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

傍
線
部（
ｅ
）で
は
、
雲
雀
と
い
う
鳥
は
特
に
作
物
を
荒
ら
す
害
鳥
で
も
な
く
、
ま
た

人
が
愛
好
を
す
る
鳥
で
も
な
い
の
で
、
特
に
鷹
場
の
環
境
を
整
え
る
上
で
も
、
知
行
権

を
超
え
た
秩
序
を
必
要
と
し
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
尾
張
藩
の
役
人
た
ち
に
取
り
入
る
者
と
し
て
、「
水

沢
村
中
右
衛
門
・
日
永
村
井
尻
相
馬
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
鷹
場
に
つ
い
て
「
格
別
骨

折
」
の
た
め
に
両
名
に
鷹
場
の
取
締
が
命
じ
ら
れ
る
よ
う
な
動
き
も
あ
る
と
し
、

「
色
々
物
工
ニ
御
座
候
、
恐
敷
も
の
共
ニ
御
座
候
」
と
し
て
い
る
。

水
澤
村
中
右
衛
門
は
、
先
に
「
二
」
で
み
た
同
村
の
「
仲
右
衛
門
」
の
こ
と
を
指
す

も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
八
月
に
行
な
わ
れ
た
吉
田
甚
平
の
鷹
狩
に
随
行
す
る

「
御
土
目
付
」
の
一
人
と
し
て
、「
水
沢
出
生
之
も
の
森
田
仲
右
衛
門
」
と
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
御
土
目
付
が
鷹
場
目
付
と
一
致
す
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、

亀
山
藩
領
の
村
々
に
と
っ
て
は
、
同
人
が
鷹
場
を
通
じ
て
尾
張
藩
に
通
じ
よ
う
と
す
る

「
警
戒
す
る
べ
き
人
物
」
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
日
永
村（
現
四
日
市
市
）は
、
幕
領
と
神
戸
藩
領
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
村

高
は
三
五
八
九
石
余
の
大
き
な
村
で
あ
る
。
そ
の
内
の
神
戸
藩
領
に
紀
伊
藩
の
鶴
飼
付

役
が
い
た
。
な
お
、
文
政
元
年
四
月
二
三
日
、
吉
田
甚
平
の
家
来
で
あ
る
服
部
祐
九
郎

ら
が
内
見
の
準
備
の
た
め
に
深
溝
村
等
に
立
ち
寄
り
、
こ
の
時
に
「
御
案
内
」
を
行
っ

た
者
と
し
て
「
日
永
村
神
主
井
尻
加
賀
・
紀
州
様
御
餌
付
千
種
甚
右
衛
門
」
の
名
が
あ

る
。
ま
た
、
五
月
一
六
日
に
は
吉
田
甚
平
が
日
永
村
神
主
方
へ
宿
泊
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
井
尻
相
馬
は
井
尻
加
賀
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
な
ぜ
日
永
村
の
神
主

（
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が
こ
の
一
件
に
関
わ
っ
て
く
る
の
か
は
定
か
で
は
な
く
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
亀
山
藩
に
と
っ
て
は
、
他
領
の
者
が
「
鷹
場
の
取
締
」
に
あ
た
る

よ
う
な
役
職
に
就
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
鷹
場
権
力
の
一
端
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
地
域
の
開
発
等
の
面
に
お
い
て
力
を
持
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く
警
戒
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
傍
線
部（
ａ
）で
み
た
随
行
者
の
認
識
と
は
こ
れ
ら
の
者
た
ち
の
認
識
を
示

す
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
本
史
料
は
亀
山
藩
大
庄
屋
の
加
藤
孫
兵
衛
と
尾
張
藩
鷹
匠
頭
の
吉
田
甚
平
へ

も
差
し
出
さ
れ
た
こ
と
が
史
料
の
袖
に
書
か
れ
て
い
る
。「
見
せ
消
ち
」
が
な
さ
れ
て

い
る
の
は
、
吉
田
甚
平
の
名
前
、
尾
張
藩
鷹
場
は
不
分
明
で
疑
惑
が
あ
る
と
し
た
部
分
、

そ
し
て
水
澤
邨
中
右
衛
門
ら
に
対
し
て
強
い
警
戒
を
示
し
た
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
亀
山
藩
大
庄
屋
の
手
を
経
て
、
尾
張
藩
側
に
こ
の
史
料
が
渡
る
過
程
で
、

改
変
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
亀
山
藩
領
内
で
、
細

心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
尾
張
藩
側
と
交
渉
を
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
た
亀
山
藩
領
村
々
の
警
戒
を
よ
そ
に
、
当
の
尾
張
藩
が
開
発
の
許
可

を
与
え
て
い
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

〔
史
料
六
〕

　
　
　
　
　

手
覚

一
亀
山
領
内
雲
雀
御
鷹
場
之
儀
御
傍
示
杭
御
建
立
被
成
下
候
而
ハ
村
々
難
渋
仕

候
、
右
訳
ハ
村
々
地
境
論
所
も
御
座
候
得
共
、
同
領
之
儀
故
数
年
来
其
儘
ニ
御

座
候
処
、
御
杭
御
建
被
成
下
候
得
ハ
争
論
相
成
時
宜
ニ
寄

御
公
儀
へ
出
訴
仕
候
様
相
成
候
而
ハ
村
々
難
渋
困
窮
之
基
御
座
候
、
尚
又
野
地

之
儀
ハ
元
来
地
元
村
々
ハ
勿
論
最
寄
村
々
を
組
合
ト
相
唱
年
貢
米
相
納
候
ニ

付
、
芝
草
等
自
由
ニ
取
来
申
候
得
共
、　

尾
州
様
雲
雀
御
鷹
場
之
儀
ハ
村
々
ニ
而

兼
而
承
知
仕
罷
在
、
殊
ニ
領
主
役
人
ゟ
厳
重
取
締
被
申
付
候
故
、
聊
ニ
而
も
御

場
江
差
障
り
候
儀
無
御
座
候
間
、
何
卒
厚
御
憐
愍
を
以
元
禄
年
中
雲
雀
御
鷹
野

御
座
候
以
来
御
同
様
此
迄
之
通
被
成
置
被
為
下
候
様
偏
奉
願
上
候
事

一
右
御
場
所
へ
御
取
締
役
一
両
人
御
場
辺
之
村
々
ニ
而
可
被
仰
付
候
由
、
亀
山
内

領
分
之
儀
ハ
領
主
ゟ
取
締
之
儀
申
付
御
座
候
故
、
縦
令
領
内
村
方
之
者
之
内
ニ

而
御
場
取
締
役
被
仰
付
候
而
茂
種
々
意
味
故
障
共
出
来
仕
候
而
、
末
々
ハ
村
方

之
難
儀
相
成
候
ニ
付
、
何
卒
是
迄
之
通
ニ
而
領
主
へ
為
御
伺
置
被
成
下
候
様
奉

願
上
候
、
此
段
茂
何
分
御
憐
愍
之
程
奉
願
上
候
事

　
　
　
　

寅
八
月

本
史
料
は
、
文
政
元
年
八
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
亀
山
領
阿
野
田
村（
現
亀
山

市
）の
豊
田
多
賀
助
か
ら
津
島
御
師
堀
田
太
夫
へ
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
津
島
御
師

を
介
し
て
内
々
に
尾
張
藩
に
出
さ
れ
た
願
書
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尾
張
藩
側
が
鷹
場
の
領
域
を
示
す
た
め
の
「
傍
示
杭
」
を
建
て
よ

う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
亀
山
領
の
村
方
は
難
色
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
理
由
は
、
村
の
地
境
論
を
再
燃
さ
せ
か
ね
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

争
論
は
同
じ
亀
山
藩
領
内
と
い
う
こ
と
で
、
現
状
維
持
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
鷹
場

の
杭
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
、
地
境
を
明
確
に
す
る
必
要
が
出
て
き
て
、
問
題
が
再
浮

上
し
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
井
上
氏
も
、
先
述
の
論
文
の
中
で
、
傍
示
杭

の
新
設
は
、
境
論
の
再
燃
結
び
つ
き
、
亀
山
藩
郡
代
や
大
庄
屋
達
に
は
な
ん
と
し
て
も

回
避
し
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

大
切
な
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
知
行
権
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
「
鷹
場
領
主
」
を
捉
え

て
、
二
重
権
力
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。
尾
張
藩
の
鷹
場
で
あ
る
こ
と

は
、
領
主
役
人
よ
り
厳
重
の
取
り
締
ま
り
を
申
し
つ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
、
鷹
場
に
つ

い
て
何
ら
か
の
変
更
を
加
え
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
亀
山
藩
の
村
方
は
求
め
て
い
る
。

ま
た
鷹
場
の
取
締
役
が
新
た
に
任
じ
ら
れ
る
と
い
う
が
、
た
と
え
領
内
村
方
の
者
が
そ

（
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う
し
た
役
職
に
就
け
ば
、
問
題
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ

ま
で
の
通
り
に
「
領
主
へ
為
御
伺
置
被
成
下
候
様
」
と
嘆
願
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
亀
山
藩
の
権
力
と
、
鷹
場
領
主
＝
尾
張
藩
の
権
力
が
並
び
立
つ
こ
と

を
、
亀
山
藩
領
の
村
方
が
望
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。〔
史
料
五
〕
で
み
た
よ
う

に
二
重
権
力
の
「
危
険
性
」
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
論
理
が
出
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
は
他
藩
の
村
方
と
の
開
発
争
論
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
同
じ
亀

山
藩
領
内
に
お
け
る
対
立
と
い
う
視
点
も
生
ま
れ
て
い
る
。
鷹
場
領
主
が
登
場
す
る
こ

と
は
、
藩
領
村
々
と
い
う
枠
組
み
に
亀
裂
を
生
む
も
の
と
し
て
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。（

四
）　

本
一
件
の
意
義

文
政
元
年
の
鷹
場
見
分
を
め
ぐ
る
一
件
に
よ
り
、
廣
瀬
野
一
帯
は
、
所
領
支
配（
幕

領
・
菰
野
藩
領
・
亀
山
藩
領
）が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
開
発
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
生
じ
て

い
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

井
上
氏
は
、「
広
瀬
野
を
初
め
各
野
原
の
開
発
を
め
ぐ
り
、
従
来
慣
行
と
な
っ
て
い

た
入
会
権
と
の
関
係
で
度
々
領
主
の
裁
定
や
幕
府
の
裁
許
を
仰
ぐ
境
論
も
あ
り
、
そ
こ

に
尾
州
様
鷹
場
の
新
た
な
規
制
や
鳥
見
役
人
等
に
よ
る
監
視
の
目
が
入
っ
て
来
る
こ
と

は
関
係
す
る
村
々
に
と
っ
て
は
面
倒
な
事
で
あ
っ
た
。」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
原
野
の
開
発
を
目
論
む
者
た
ち
は
、
鷹
場
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し

て
、
尾
張
藩
か
ら
開
発
の
許
可
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
開
発
を
め
ぐ
る

「
知
行
権
」
と
「
鷹
場
支
配
権
」
の
相
克
が
こ
の
問
題
の
本
質
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
尾
張
藩
自
体
は
、
鷹
場
を
通
じ
て
、
開
発
を
許
可
す
る
よ
う

な
動
き
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
傍
示
杭
を
建
て
る
こ
と
だ
け
を
求
め
た

が
、
こ
れ
は
鷹
場
の
領
域
を
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
亀
山
藩
の
知
行
権
に

抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
亀
山
藩
の
村
々
は
、
こ
の
よ
う
な
鷹
場
領
域
の
顕
在
化
す
ら
も
、
地
域
の

争
論
を
再
燃
さ
せ
か
ね
な
い
と
警
戒
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鷹
場
は
、
地
域
の
開

発
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
こ
で
は
、
鷹

場
を
開
発
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
も
、
ま
た
そ
れ
を
警
戒
す
る
者
に
と
っ

て
も
、
知
行
権
を
相
対
化
す
る
因
子
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
本
事
例
に

お
い
て
は
、鷹
場
支
配
者
が
「
領
主
」
へ
と
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
下
か
ら
の
「
鷹
場
領
主
形
成
」
が
な
さ
れ
て
い
た
と
評
価
し
た
い
。

お　

わ　

り　

に

本
稿
に
よ
っ
て
、
廣
瀬
野
を
め
ぐ
る
尾
張
藩
伊
勢
鷹
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
伊
勢
国
に
お
い
て
尾
張
藩
は
廣
瀬
野
と
い
う
鷹
場
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
尾

張
藩
が
知
行
権
を
持
っ
て
い
る
場
所
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
廣
瀬
野
で
は
、
元
禄
期
以

降
は
鷹
狩
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
近
世
後
期
に
は
そ
の
範
囲
も
明
確
で
な
く
な
っ
て
い

た
。文

化
六
年
～
同
七
年
に
は
、
水
澤
村
の
森
田
仲
右
衛
門
と
庄
野
宿
の
渡
辺
六
左
衛
門

が
名
古
屋
に
出
向
き
、
由
緒
に
基
づ
い
て
尾
張
藩
の
鷹
場
目
付
役
と
な
る
こ
と
を
望
ん

だ
。
し
か
し
、
両
者
は
、
領
主（
菰
野
藩
・
幕
府
代
官
）の
添
翰
を
受
け
て
お
ら
ず
、
嘆
願

は
領
主
支
配
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
尾
張
藩
側
は
慎
重
な
姿
勢

を
崩
さ
ず
、
両
者
の
求
め
に
応
じ
て
鷹
場
の
見
分
を
行
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
尾
張
藩
側
は
所
領
支
配
と
鷹
場
支
配
を
明
確
に
弁
別
し
、
知
行
権
に
抵
触
し
な
い

（
44
）
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範
囲
内
で
の
鷹
場
支
配
を
志
向
し
て
い
た
。
一
方
で
、
仲
右
衛
門
・
六
左
衛
門
側
は
、

こ
の
枠
組
み
自
体
の
相
対
化
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

文
政
元
年
に
は
尾
張
藩
に
よ
る
廣
瀬
野
で
の
鷹
狩
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

に
対
し
て
、
廣
瀬
野
鷹
場
内
に
多
く
の
藩
領
を
有
す
る
亀
山
藩
は
、
尾
張
藩
に
原
野
開

発
の
許
可
を
村
に
与
え
な
い
よ
う
に
要
請
し
た
。
廣
瀬
野
を
含
む
周
辺
の
原
野
で
は
、

近
世
初
期
以
来
、
開
発
が
進
め
ら
れ
、
入
会
村
間
に
よ
る
争
論
も
度
々
発
生
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
開
発
を
目
論
む
一
部
の
村
は
所
領
支
配
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
鷹
場

を
支
配
す
る
尾
張
藩
か
ら
開
発
許
可
を
得
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
亀

山
藩
領
一
二
か
村
も
現
状
維
持
を
望
み
、
他
領
の
村
が
新
た
な
鷹
場
取
締
の
役
職
に
就

く
こ
と
も
警
戒
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、尾
張
藩
側
は
、結
局
、開
発
を
許
可
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
尾
張
藩
が
企
図
し
た
の
は
、
鷹
場
の
境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
の
傍
示
杭
を
建
立

す
る
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
亀
山
藩
領
村
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
村
の

地
境
争
論
を
再
燃
し
か
ね
な
い
と
危
惧
を
示
し
た
。
廣
瀬
野
周
辺
村
々
に
と
っ
て
鷹
場

支
配
者
で
あ
る
尾
張
藩
主
は
、
領
主（
亀
山
藩
）と
対
置
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
は
亀
山
藩
も
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
鷹
場
を
め
ぐ
る
関
係
性

が
村
に
も
領
主
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
文
化
六
～
七
年
の
一
件
に
お
い

て
、
仲
右
衛
門
ら
は
尾
張
藩
の
鷹
場
役
人
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。

尾
張
藩
の
伊
勢
鷹
場（
廣
瀬
野
）は
開
発
可
能
な
原
野
を
抱
え
、
地
域
の
エ
ゴ
が
衝
突

す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
開
発
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
者
た
ち
は
、
複

雑
な
入
会
支
配
や
、
所
領
支
配
の
枠
組
み
を
超
え
る
方
法
と
し
て
、
鷹
場
に
注
目
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
知
行
権
を
相
対
化
し
、
領
主
に
対
抗
す
る
権
力
主
体
と
し
て

の
鷹
場
領
主
を
仕
立
て
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
開
発
を
阻
も
う
と
す

る
者
た
ち
は
、
知
行
支
配
を
相
対
化
す
る
も
の
と
し
て
の
鷹
場
支
配
者
の
領
主
化
に
危

機
感
を
持
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
鷹
場
領
主
は
、
開
発
を
め
ぐ
る
村
々
の
共
同

幻
想
に
な
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

尾
張
藩
の
側
は
こ
う
し
た
「
下
か
ら
の
鷹
場
領
主
形
成
」
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
知
行
支
配
の
枠
組
み
を
崩
さ
な
い
形
で
の
鷹
場
支
配
に
徹
し
て
い

た
。
故
に
、
こ
こ
で
の
鷹
場
領
主
は
実
体
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
横
井
家
の
鷹
場
を
事
例
と
し
、
人
々
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
よ

う
と
す
る
存
在
と
し
て
の
鷹
場
領
主
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
鷹
場

領
主
は
、
ま
た
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
域
─
村
の
側
か
ら
形
成

さ
れ
、
知
行
権
を
相
対
化
し
て
、
地
域
─
村
に
と
っ
て
の
利
益
を
引
き
出
す
た
め
の
一

つ
の
手
段
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
廣
瀬
野
鷹
場
を
め
ぐ
っ
て
は
、
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
鷹
狩
り
一
件

に
つ
い
て
書
き
留
め
た
史
料
も
存
在
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
稿
の
課
題
と
し
た

い
。

（
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）

註（
1
）　

大
石
学
『
享
保
改
革
の
地
域
政
策
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）な
ど
。

（
2
）　

根
崎
光
男
『
江
戸
幕
府
放
鷹
制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）な
ど
。

（
3
）　

福
田
千
鶴
「
近
世
初
期
福
岡
藩
に
お
け
る
鷹
場
支
配
の
展
開
」（『
地
方
史
研
究
』
二
三
一

号
、
一
九
九
一
年
）・
同
「
福
岡
藩
の
御
猟
場
支
配
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
九
州
史
学
』

一
〇
五
号
、
一
九
九
二
年
）・
同
「
福
岡
藩
の
御
猟
場
支
配
と
残
島
」（『
地
方
史
ふ
く
お
か
』

二
四
─
三
号
、
一
九
九
一
年
）、
後
に
同
『
江
戸
時
代
の
武
家
社
会
─
公
儀
・
鷹
場
・
史
料
論
』

（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）に
収
録
。

（
4
）　

岡
崎
寛
徳
「
近
世
中
期
に
お
け
る
彦
根
藩
『
御
鷹
場
』
の
認
識
」（
関
東
近
世
史
研
究
会
編

『
近
世
の
地
域
編
成
と
国
家
─
関
東
と
畿
内
の
比
較
か
ら
─
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）。

（
5
）　

木
原
克
之
「
御
三
家
筆
頭
の
鷹
場
支
配
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
《
第

三
篇
》』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。
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（
6
）　

深
谷
克
己
『
百
姓
成
立
』（
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
）。

（
7
）　

平
野
哲
也
『
江
戸
時
代
村
社
会
の
存
立
構
造
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
8
）　

拙
稿
「
藩
士
の
鷹
場
と
地
域
─
尾
張
藩
士
横
井
家
を
事
例
に
─
」（『
鷹
・
鷹
場
・
環
境
研

究
』vol.3
、
鷹
・
鷹
場
・
環
境
研
究
会
、
二
〇
一
九
年
）・
拙
稿
「
鷹
場
領
主
と
地
域
・
環
境

─
幕
末
期
の
横
井
家
鷹
場
を
事
例
に
─
」（
前
掲
、『
鷹
・
鷹
場
・
環
境
研
究
』V

ol.4

、

二
〇
二
〇
年
）・
拙
稿
「
鷹
場
領
主
と
人
材
登
用
─
嘉
永
四
年
の
改
革
を
中
心
に
し
て
─
」（
前

掲
、『
鷹
・
鷹
場
・
環
境
研
究
』V

ol.5

、
二
〇
二
一
年
）。

（
9
）　

な
お
、
知
行
権
が
な
く
、
鷹
場
支
配
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
尾
張
藩
の
江
戸
周
辺
の
鷹
場

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
10
）　

仲
見
秀
雄
「
紀
州
藩
の
伊
勢
御
鷹
場
」（『
三
重
史
学
』
二
二
号
、
一
九
七
九
年
）。

（
11
）　

井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」（
三
重
県
編
『
三
重
県
史
研

究
』
二
四
号
、
生
活
・
文
化
部
文
化
振
興
室
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
12
）　

上
野
秀
治
「
四
日
市
と
紀
州
藩
鷹
場
─
鷹
場
の
実
態
を
史
料
か
ら
探
る
─
」（
四
日
市
市
編

集
・
発
行
『
四
日
市
市
史
研
究
』
第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
13
）　

久
井
貴
代
「
鷹
狩
を
め
ぐ
る
江
戸
時
代
の
ツ
ル
と
人
と
の
関
わ
り
─
ツ
ル
の
『
保
護
』、

人
馴
れ
、
人
と
の
軋
轢
の
観
点
か
ら
─
」（
前
掲
、『
鷹
・
鷹
場
・
環
境
研
究
』V

ol.5

、

二
〇
二
一
年
）。

（
14
）　

飯
場
大
輔
「
紀
伊
藩
の
狩
猟
と
伊
勢
国
鷹
場
」（『
地
方
史
研
究
』
四
一
九
号
、
二
〇
二
二

年
）。

（
15
）　

前
掲
、
仲
見
秀
雄
「
紀
州
藩
の
伊
勢
御
鷹
場
」。

（
16
）　

前
掲
、
上
野
秀
治
「
四
日
市
と
紀
州
藩
鷹
場
」。

（
17
）　

前
掲
、
久
井
貴
代
「
鷹
狩
を
め
ぐ
る
江
戸
時
代
の
ツ
ル
と
人
と
の
関
わ
り
」。

（
18
）　

前
掲
、
木
原
克
之
「
御
三
家
筆
頭
の
鷹
場
支
配
」。

（
19
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」。

（
20
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」。

（
21
）　

前
掲
、
仲
見
秀
雄
「
紀
州
藩
の
伊
勢
御
鷹
場
」。

（
22
）　

前
掲
、
仲
見
秀
雄
「
紀
州
藩
の
伊
勢
御
鷹
場
」、
三
三
頁
。

（
23
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」。

（
24
）　
（
文
化
六
～
同
八
年
）「
勢
州
廣
瀬
野
御
鷹
場
一
巻
留
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵 

尾
一

─
一
二
四
）。

（
25
）　

文
政
二
年
卯
□
月
「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調
帳
」（
鈴
鹿
市
郷
土

資
料
室
所
蔵 

葉
田
家
文
書
一
一
─
一
）。

（
26
）　

前
掲
、
葉
田
家
文
書
一
一
─
二
。

（
27
）　
〔
史
料
一
〕
～
〔
史
料
三
〕
を
含
め
、こ
の
「
二
、」
に
お
い
て
特
に
断
り
の
な
い
も
の
は
、

前
掲
、「
勢
州
廣
瀬
野
御
鷹
場
一
巻
留
」
を
典
拠
と
す
る
。

（
28
）　

文
化
二
年（
一
八
〇
五
）の
「
庄
野
村
検
地
竿
に
つ
き
書
上
帳
」
で
は
、
年
寄
役
と
し
て
六

左
衛
門
の
名
前
が
見
え
る（
三
重
県
編
集
発
行
『
三
重
県
史 

資
料
編
』
近
世
三（
上
）、

二
〇
〇
八
年
、
四
四
五
頁
）。
ま
た
、
か
な
り
時
期
は
離
れ
て
い
る
が
、
文
久
三
年（
一
八
六
三
）

の
「
東
海
道
庄
野
宿
軒
別
図
」
に
よ
れ
ば
六
左
衛
門
が
綿
屋
を
生
業
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る（
庄
野
郷
土
誌
編
集
委
員
会
編
『
庄
野
郷
土
誌
』
庄
野
地
区
魅
力
再
発
見
実
行
委
員
会
、

一
九
九
三
年
、
三
一
頁
）。

（
29
）　

御
用
人
衆
横
井
孫
右
衛
門
の
「
家
来
高
田
種
治
」
と
い
う
者
が
森
田
仲
右
衛
門
の
「
内
縁
」

の
者
で
あ
り
、
同
人
の
案
内
を
受
け
て
願
書
を
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　

史
料
に
み
え
る
「
御
巣
鷹
責
」
の
「
巣
鷹
」
と
は
、
巣
立
ち
前
の
鷹
の
幼
鳥
を
指
し
て
い

る
。
ま
た
「
責
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
技
芸
を
教
え
こ
む
」
の
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
御

巣
鷹
責
」
と
は
、
確
保
さ
れ
た
鷹
の
幼
鳥
に
対
し
て
、
鷹
狩
の
た
め
の
調
教
を
行
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

（
31
）　
「
下
ヶ
札
」
に
も
、
尾
張
藩
主
が
東
海
道
を
通
行
す
る
際
に
「
三
嶋
辺
よ
り
尾
州
迄
」
鷹

狩
が
行
わ
れ
、
ま
た
鷹
匠
ら
が
鷹
狩
を
行
う
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
い
て
遠
慮

を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　
〔
史
料
四
〕
～
〔
史
料
六
〕
を
含
め
、こ
の
「
三
、」
に
お
い
て
特
に
断
り
の
な
い
も
の
は
、

前
掲
、「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調
帳
」
を
典
拠
と
す
る
。

（
33
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」。

（
34
）　

前
掲
、「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調
帳
」
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
。

（
35
）　

亀
山
藩
領
の
村
名
に
つ
い
て
は
、
井
上
氏
の
論
文（
前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け

る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」）で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
36
）　

亀
山
藩
大
庄
屋
打
田
権
四
郎
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
近
世
前
半
期
を
中
心
と
す
る
亀
山
藩
の



尾
張
藩
の
鷹
場
と
開
発

八
〇

記
録
で
、
元
禄
一
五
年（
一
七
〇
二
）の
自
序
が
あ
る
。
全
九
巻
。
翻
刻
さ
れ
た
も
の
が
亀
山
市

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
亀
山
市
教
育
委
員
会
編
『
近
世
亀
山
藩
大
庄
屋
記
録 

九
々
五

集 
全
一
巻
』（
亀
山
市
、
一
九
八
六
年
）。

（
37
）　
「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調
帳
」
の
冒
頭
に
、「
九
々
五
集
元
禄
拾

五
年
壬
午
仲
夏
出
来
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
同
史
料
は
、「
九
々
五
集
」
等
を
も
と
に
後
年
の

史
料
も
含
め
て
書
き
留
め
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
38
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」。

（
39
）　

亀
山
藩
内
で
の
役
職
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
頃
の
分
限
帳
等
が
存
在
し
な
い
た
め
に
明
ら

か
で
は
な
い
。
山
田
木
水
『
亀
山
地
方
郷
土
史
』
第
三
巻（
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
四
年
）に
は
天
保
七
年（
一
八
三
六
）年
の
藩
士
の
氏
名
・
禄
高
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
小
寄
合
九
十
石
と
し
て
「
船
橋
弥
次
兵
エ
」
の
名
が
み
え
る（
同
書
、
七
〇

頁
）。

（
40
）　

本
書
状
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
廣
瀬
野
新
開
一
件
・
尾
州
様
御
鷹
場
一
件　

取
調

帳
」
末
部
に
あ
る
「
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
五
年
九
月
に
深
溝
村
吉
兵
衛
、
享
和
三
年
三
月

に
伊
舟
村
長
右
衛
門
・
石
薬
師
宿
勘
右
衛
門
・
深
溝
村
半
蔵
が
出
願
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

（
41
）　

ま
た
五
月
の
吉
田
甚
平
の
事
前
見
分
で
も
「
勢
州
水
沢
村
仲
右
衛
門
与
申
す
も
の
雲
雀
野

之
儀
に
付
親
共
代
ゟ
骨
折
候
ニ
付
御
供
ニ
召
連
候
様
願
書
御
差
出
候
得
共
、
御
取
上
ヶ
ハ
取

上
ヶ
ハ
不
申
」
と
あ
る
。

（
42
）　

前
掲
、
上
野
秀
治
「
四
日
市
と
紀
州
藩
鷹
場
」。
こ
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
こ
の
鶴
飼
付
役

は
鶴
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
環
境
整
備
を
行
う
役
職
で
、
庄
屋
等
が
務
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。

（
43
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」。

（
44
）　

前
掲
、
井
上
正
秀
「
伊
勢
国
に
お
け
る
紀
州
様
鷹
場
と
尾
州
様
鷹
場
」
一
四
七
頁
。

（
45
）　

万
延
元
年
「
勢
州
廣
瀬
野
等
御
巣
鷹
下
シ
一
巻
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵 

尾
一
─

一
二
五
）。


